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平成 23 年 7 月 1 日付で一般社団法人資源・素材学会へ

の移行登記を完了したことに伴い、旧法人である社団法人

資源・素材学会の平成 23 年度は 6 月 30 日に終了し、7 月

1 日より平成 24 年 2 月 29 日までが、新法人である一般社

団法人資源・素材学会の平成 23 年度となった。 
新法人の事業内容は、旧法人としての平成 23 年 3 月 1

日から平成 24年 2月 29日までの通年を対象とした平成 23
年度事業計画に基づき、旧法人から切れ目なく継続された

ため、事業報告書は、新旧両法人にまたがる平成 23 年 3
月 1 日から平成 24 年 2 月 29 日まで通年の記述とした。 

収支決算書については、第 135 次社員総会で承認された

旧法人の平成 23 年度収支決算書以降、新法人の平成 23 年

度である平成 23 年 7 月 1 日から平成 24 年 2 月 29 日の期

間を対象に記載した。併せて、平成 23 年 3 月 1 日から平

成 24 年 2 月 29 日までの通年を対象に旧法人に対して作成

された平成 23 年度収支予算書と対比するため、新旧両法

人の収支を合算した通年の収支決算書を参考に掲載した。 
 

I. 役 員 
 
代表理事・会長 

中村  崇 

業務執行理事・副会長 

平島  剛（表彰・奨学） 

業務執行理事・副会長 

仙田 貞雄（財務） 

業務執行理事・北海道支部長 

吉田  豊（表彰・奨学） 

業務執行理事・東北支部長 

高橋  弘（表彰・奨学） 

業務執行理事・関東支部長   

月橋 文孝（春季大会、表彰・奨学） 

業務執行理事・関西支部長 
小西 康裕（秋季大会、表彰・奨学） 

業務執行理事・九州支部長 
松井紀久男（国際交流、教育及び人材育成） 

業務執行理事・地球・資源部門委員会グループ 
松本 裕之（125 周年、企画、事業） 

業務執行理事・プロセス・素材部門委員会グループ 
山口  周（125 周年、企画、事業） 

業務執行理事・環境・リサイクリング部門委員会グループ 
井上 千弘（125 周年、企画、事業） 

業務執行理事・教育及び人材育成 
山口  勉 

業務執行理事・編集・出版及び標準化 

     藤田 豊久 

業務執行理事・企画、事業及び 125 周年 

     興戸 正純 

業務執行理事・事務局、新法人、会員・広告 

岡部  進（国際交流、教育及び人材育成） 

理  事 黒田 英男（国際交流、表彰・奨学） 
理  事 石井  裕（標準化、表彰・奨学） 
理  事 川口 幸男（会員・広告、教育及び人材育成） 
理  事 山崎 信男（会員・広告、教育及び人材育成） 
理  事 丹野 秀昭（会員・広告、教育及び人材育成） 
理  事 大藏 隆彦（教育及び人材育成） 

 

監  事 大関 眞一 
監  事 大谷 昭雄 
 

II. 会 員 
 
平成 23 年度の会員数増減 
 

資格変

更 
会員

種別

前年

度末

入

会 
退

会 
死

亡 
増 減 

当年

度末
増減

普通

個人

・ 
正会

員 

1,746 45 114 14 43 1 1,705 △41

学生 
会員 

187 102 35 1 1 43 211 24

計 1,933 147 149 15 44 44 1,916
△ 

17
普通

法人

・ 
賛助

会員

68 1 2   67 △1

口数 398 1 2    397 △1

 
支部別個人会員数、評議員数一覧 
 

会員数 
評議員数（定数） 
代議員数（定数） 支 部 

23 年度末 増減 22 年度 23 年度

北海道 129 △3 15 15
東 北 329 3 21 21
関 東 895 △21 42 42
関 西 326 13 24 24
九 州 209 △12 18 18
海 外 28 3 0 0

計 1,916 △17 120 120
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平成 23 年度　事業報告および収支決算書
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III. 事務局 
 
事務局長 岡部 進（統括） 
事務局職員 栗原秀俊（経理） 
事務局職員 松崎貴子（人材育成、会員、総務） 
臨時雇用職員 須藤茂韶（受託事業、非常勤） 
臨時雇用職員 金本絵美（総務） 
 
事務局職員 湯佐知子（6 月 22 日死亡退職） 

 
IV. 会務運営に関する会議開催等の状況 

 
（１）総 会 

 
○第 134 次通常総会 
開催日 平成 23 年 4 月 28 日(木) 
会 場 学士会館 210 号室 

（東京都千代田区神田錦町 3-28） 
出席者 本人出席 29 名 

書面による議決権行使（各議案に賛成） 31 名 
委任状出席 64 名 
議決権総数 104 個 

     評議員総数 120 名の過半数であり総会成立 
議 事 １）平成 22 年度事業報告および決算案審議の件 

 ２）平成 23 年度事業計画および予算案審議の件 
 ３）平成 23 年度評議員改選結果報告の件 
 ４）平成 23 年度理事選任の件 
 ５）平成 23 年度監事選任の件 
 ６）名誉会員授与の件 
 ７）一般法人移行申請に伴う定款変更の件 

○第 135 次社員総会 
 開催日 平成 23 年 9 月 27 日(火) 
 会 場 大阪府立大学中百舌鳥キャンパス 

（大阪府堺市中区学園町 1-1） 
出席者 本人出席 31 名 

委任状出席 57 名 
議決権総数 88 個 

      総代議員の議決権の数 120 個に対して過半数で 
あり総会成立 

議 事 １）社団法人資源・素材学会平成 23 年度収支決 
算書審議の件 

 ２）特別会計設置承認の件 
 ３）平成 23 年度補欠の理事選任の件 
 ４）一般社団法人資源・素材学会平成 23 年度収 

支予算書報告の件 
 

（２）理事会 
 

○第１回理事会 
開催日 平成 23 年 4 月 28 日（金） 

会 場 学士会館 210 号室 
（東京都千代田区神田錦町 3-28） 

出席者 18 名（内、委任状 2 名） 
議 事 １）会長、副会長の互選 
 ２）会長代行順位の決定 
 ３）理事会へ代理出席を認めることの確認 
○第２回理事会 
開催日 平成 23 年 5 月 20 日（金） 
会 場 資源・素材学会４階会議室 
出席者 20 名（内、委任状 2 名） 
議 事 ・定足数の確認、議事録署名人の確認 
 ・会長開会挨拶 

 ・出席者自己紹介 
 【審議事項】 
 １）前々回、平成 22 年度第 6 回理事会議事録承

認の件 
 ２）前回、平成 23 年度第 1 回理事会議事録承認

の件 
 ３）入会・退会承認の件 
 ４）共催、協賛等承認の件 
 ５）平成 23 年度運営方針ならびに理事担当職務

の件 
 ６）平成 23 年度選挙管理委員選任の件 
    ７）「産炭国石炭産業高度化事業」継続嘆願書の

件 
    ８）科学技術人材育成コンソーシアム正会員入

会の件 
 【報告事項】 
    ９）創立 125 周年記念事業の件 
 １０）一般社団法人移行認可申請関係 
 １１）人材育成検討委員会報告 
 １２）支部報告 
 １３）部門委員会報告 
 １４）その他 
○第３（新１）回理事会 
開催日 平成 23 年 7 月 20 日（水） 
会 場 資源・素材学会４階会議室 
出席者 19 名 
議 事 ・定足数の確認 
    ・会長挨拶 
    【審議事項】 
 １）議事録署名人の選任 
 ２）前回（平成 23 年度第 2 回）理事会議事録承 

認の件 
 ３）入会・退会承認の件 
 ４）共催・協賛等承認の件 
 ５）事務局長雇用契約承認の件 
 ６）事務局職員湯佐知子の死亡退職およびこれ 

399 〈3〉 
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に伴う人員補充案承認の件 
 ７）一般社団法人移行に伴う諸手続確認の件 
 ８）一般社団法人移行に伴う業務執行理事選定 

の件 
 ９）一般社団法人移行に伴う北海道・関西・九 

州支部規程改定案承認の件 
 １０）一般社団法人移行に伴うその他規程類改 

定の件 
 １１）一般社団法人移行に伴い決算公告を Web 

上で行う URL 登記手続承認の件 
 １２）第 135 次社員総会議案承認の件 

【報告事項】 
 １３）人材育成検討委員会報告 
 １４）秋季大会実行委員会報告 
 １５）会員・広告委員会報告 
 １６）表彰・奨学委員会報告 １２）PMP 札幌 
 １７）その他常置。臨時委員会報告 
 １８）支部報告 
 １９）部門委員会報告 
    ２０）その他 
○第４（新２）回理事会 
開催日 平成 22 年 9 月 15 日（木）～22 日（木） 
会 場 メール審議 
回答者 20 名 
議 事 ・定足数の確認、議事録署名人の確認 
    ・議事録署名人の選任 
 【審議事項】 
 １）社団法人資源・素材学会平成 23 年度収支決

算書審議の件 
 ２）特別会計設置承認の件 
 ３）平成 23 年度補欠の理事選任の件 
 ４）一般社団法人資源・素材学会平成 23 年度収

支予算書報告の件 
○第５（新３）回理事会 
開催日 平成 23 年 10 月 25 日（金） 
会 場 資源・素材学会４階会議室 
出席者 18 名 
議 事 ・定足数の確認、議事録署名人の確認 
    ・議事録署名人の選任 
 １）前々回（平成 23 度第 3 回）理事会議事録承

認の件 
 ２）前回（平成 23 年度第４回）理事会議事録承

認の件 
 ３）代議員改選定員承認の件（選挙管理委員会） 
 ４）「会員・広告」。「庶務、渉外及び事務局」、

「新法人」（岡部理事・事務局長） 
 ５）「財務」（仙田理事・副会長） 
 ６）「支部」（各支部理事） 
 ７）「部門委員会」（各部門委員会グループ理事） 
 ８）事業企画、立案及び実行（興戸理事） 

 ９）編集及び出版（藤田理事） 
 １０）表彰及び奨学（平島理事・副会長） 

 １１）国際対外交流（松井理事）      て 
 １２）教育及び人材育成（山口勉理事） 
 １３）標準化・規格化（藤田理事） 
 １４）その他 

○第６（新４）回理事会 
開催日 平成 23 年 12 月 15 日（木） 
会 場 資源・素材学会４階会議室 
出席者 17 名 
議 事 ・定足数の確認、議事録署名人の指名 
 【審議事項】 

 １）前回（平成 23 度第 5 回）理事会議事録案審 
議の件 

 ２）入会・退会審議の件 
 ３）共催・協賛等審議の件 
 ４）秋季大会決算案審議の件 
 ５）平成 23 年度表彰案の件 
 ６）平成 24 年度編集幹事、編集委員選任案審議

の件 
 ７）東北支部規程改正案審議の件 
 ８）環境工学部門委員会名称変更申請審議の件 
 ９）平成 24 年度予算案審議の件 
 １０）「会長・副会長、理事ならびに補欠の理事

の候補者選出に関する規程」改正案審議の

件 
 １１）平成 24 年度副会長（次期会長副会長及び

会長指名副会長）候補者案審議の件 
 【報告事項】 
 １２）代議員選挙候補者推薦、立候補状況報告 
 １３）「会員、広告」。「庶務、渉外及び事務局」

担当理事報告 
 １４）「財務」担当理事報告 
 １５）「支部」各支部理事報告 
 １６）「部門委員会グループ」担当理事報告 
 １７）「事業企画、立案及び実行」担当理事報告 
 １８）「編集及び出版」担当理事報告 
 １９）「表彰及び奨学」担当理事報告 
 ２０）「国際対外交流」担当理事報告 
 ２１）「教育及び人材育成」担当理事報告 
 ２２）「標準化・規格化」担当理事報告 
 ２３）その他 
○メール審議 

実施日 平成 24 年 2 月 10 日（金） 

回答数 17 名 

議 事 １）平成 23 年度第 86 回渡辺賞授与承認の件 

    ２）研究委託申請受理承認の件 
○「理事会決議省略の同意書」による総会招集通知、総

会議案の承認 
同意日 平成 24 年 3 月 15 日(木) 

共催・協賛等審議の件 札幌
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同意者 21 名（全理事） 
議 事 ・第 136 次定時社員総会招集通知承認の件 
    ・第 136 次定時社員総会議案承認の件 
○第 7（新 5）回理事会 
開催日 平成 24 年 3 月 21 日（水） 
会 場 資源・素材学会４階会議室 
出席者 ―名 
議 事 ・定足数の確認、議事録署名人の指名 
 【審議事項】 

 １）前回（平成 23 度第６回）理事会議事録案審 
議の件 

 ２）入会・退会審議の件 
 ３）共催・協賛等審議の件 
 ４）2 月 10 日実施メール審議結果の確認 
 ４）3 月 15 日付「理事会決議省略の同意書」の

確認 
 ５）第 136 次定時社員総会報告事項の確認 
 ６）その他 

 
（３）幹部会 

 
○平成 23 年第 1 回幹部会 

  開催日：平成 23 年 5 月 11 日（水） 
  会 場：東北大学東京分室Ａ会議室 
  出席者：中村崇（会長）、平島剛（副会長）、仙田貞雄

（副会長） 
  陪 席：丹野文夫（会長秘書役）、岡部進（事務局長） 

 【打合せ事項】 
 １）会長方針 
 ２）平成 23 年度活動で共有するべき方針・理念 
 ３）今年度活動方針 
 ４）理事担当職務 
 ５）理事会開催日程 
 
その他、理事会各回の開始前 30 分間に、会長、副会長、

が出席、会長秘書役、事務局長が陪席し、理事会議案各件

に対する意見交換、調整を行った。 
 

（４）常置・臨時委員会 
 
１．企画・事業合同委員会  ＜委員長：興戸正純＞ 
 創立 125 周年記念事業委員会と連携して、今後 25 年の

展望・計画の検討を行った。具体的内容については、各部

門委員会グループで集約することとした。昨年度に引き続

き材料戦略会議に参加し、第 4 期科学技術基本計画への働

き掛けに参画するとともに、その動きに沿った活動指針を

関連部門委員会、関連研究委員会に提供し、ロードマップ

作成に向けての調整を行った。 
 
２．財務委員会       ＜委員長：仙田貞雄＞ 

 新公益法人制度移行対応臨時委員会の廃止を受け、年度

毎の決算作業と共に公益目的支出計画実施報告書の作成・

提出を担当することとなった。 
 
３．編集・出版委員会    ＜委員長：藤田豊久＞ 
 JST が提供する J-SAGE3 上で動く論文電子投稿システ

ム ScholorOne Manuscripts の運用開始に向け、編集担当

者を中心に編集幹事、編集委員数名からなる WG を編成し

準備作業を行った。2012 年 3 月 1 日より予定通り利用を開

始する。 
同じく JST が提供する Journal@rchive!に日本鉱業会誌

の創刊号から現在の Journal of MMIJ に至る全巻の掲載

が完了した。Journal@rchive!には論文およびそれに類する

記事のみが掲載されているが、その他の全巻全ページのス

キャンファイルは学会に移管されており、学会独自のアー

カイブの構築・公開を検討している。 
投稿論文数増加対策についての議論を継続している。具

体策について各担当編集幹事を中心に WG を編成し、次年

度より活動を開始する。 
○平成 23 年第 1 回編集幹事会 

  開催日：平成 23 年 3 月 7 日（月） 
  会 場：資源・素材学会 4 階会議室 
 ○平成 23 年第 2 回編集幹事会 
  開催日：平成 23 年 7 月 11 日（月） 
  会 場：資源・素材学会 4 階会議室  

○平成 23 年第 1 回編集委員会 
  開催日：平成 23 年 9 月 27 日（火） 
  会 場：大阪府立中百舌鳥キャンパス 
 ○平成 23 年第 3 回編集幹事会 
  開催日：平成 23 年 10 月 26 日（木） 
  会 場：資源・素材学会 4 階会議室 

○平成 23 年第 4 回編集幹事会 
  開催日：平成 23 年 12 月 19 日（月） 
  会 場：資源・素材学会 4 階会議室 
 
４．国際交流委員会     ＜委員長：松井紀久男＞ 
 人材育成及び資源確保のための学会としての国際交流の

あり方を探り、基本方針を策定することを目標とし、各支

部、部門委員会を対象とした国際交流に関する活動状況お

よび学会に対する要望の調査を継続。実行主体毎の既存の

活動を引き続き推進すると共に、人材育成を軸に、国内関

係団体や個別の海外学協会との連携を強化することを模索

している。 
 
５．表彰・奨学委員会    ＜委員長：平島剛＞ 
 ○平成 23 年度第 1 回表彰・奨学委員会 
  開催日：平成 23 年 7 月 19 日（火） 
  会 場：資源・素材学会 4 階会議室 
 ○平成 23 年度第 1 回論文賞審査委員会 
  開催日：平成 23 年 10 月 4 日（火） 
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  会 場：資源・素材学会 4 階会議室 
 ○平成 23 年度第 2 回論文賞審査委員会 
  開催日：平成 23 年 12 月 3 日（土） 
  会 場：資源・素材学会 4 階会議室 
 ○平成 23 年度第 2 回表彰・奨学委員会 
  開催日：平成 23 年 12 月 6 日（火） 
  会 場：資源・素材学会 4 階会議室 

○平成 23 年度鉱業奨学制度委員会 
  開催日：平成 24 年 1 月 24 日（火） 
  会 場：資源・素材学会 4 階会議室 
 
６．会員・広告委員会    ＜委員長：岡部進＞ 
 平成 22 年度に稼働開始した会員情報システムの会員間

への普及、システム改良を実施している。 
 ホームページの改良に着手。 
 
７．人材育成検討委員会   ＜委員長：山口勉＞ 
 V.事業活動、（４）夏季集中合宿講座の項、参照 
 本会が実施する夏季集中合宿講座と、JCOAL が実施す

る海外インターンシップ（経産省からの受託事業）との連

携による学部生、大学院生を対象とした教育活動を、受託

事業が終了する平成 25 年度以後も自立して発展的に継続

するために、関係企業・諸機関との調整を行っている。 
 
８．標準化委員会      ＜委員長：藤田豊久＞ 
 本会が「原案作成団体」として登録されており見直し等

の責任を担う JIS 規格 6 件についてのフォローを引き続き

行う。 
 
９．事業（秋季大会）委員会 ＜委員長：小西康裕＞ 
 関西支部活動の項、参照 
 
１０．事業（春季大会）委員会 ＜委員長：月橋文孝＞ 
 関東支部活動の項、参照 
 
１１．新公益法人制度移行対応臨時委員会 

＜委員長：岡部進＞ 
 9月 30日の内閣府に対する公益目的財産額及び公益目的

支出計画の提出をもって、新公益法人制度の下での一般社

団法人移行対応作業は内部規程類の整備を除き全て終了し

た。これにより、第 5 回理事会の議決をもって、本臨時委

員会を廃止した。 
 今後、年度毎の公益目的支出計画実施報告書の作成・提

出は決算作業と共に財務担当理事が、諸規程類の整備は庶

務・渉外及び事務局担当理事が所掌する。 
 
１２．創立 125 周記念事業準備臨時委員会 

＜委員長：興戸正純＞ 
 震災等の影響により 2011 年 3 月 30 日（水）に椿山荘に

おいて開催を予定していた記念式典の中止を余儀なくされ

た。同日予定していた名誉会員の授与式は、定時総会とと

もに改めて4月28日に学士会館において挙行した。学会誌

の創立 125 周年記念記事については、原稿が整い次第掲載

することとし、引き続き原稿取り纏め作業を継続した。 
 

（５）選挙管理委員会 
 
○選挙管理委員会     ＜委員長：小山和也＞ 

  開催日：平成 23 年 3 月 2 日（金） 
  開催場所：資源・素材学会 4 階会議室 

議事：副会長候補の理事候補者選挙開票 
 
その他、代議員改選手続き、理事候補者、補欠の理事

候補者の選出等に関して、必要に応じてメール審議を

実施した。 
 

V. 事業活動 
 

（１）出 版 
 
１．学会誌「Journal of MMIJ」 

学会誌「Journal of MMIJ」の平成 23 年（2011 年）第

127 巻は、4-5、6-7、10-11 の 3 冊の合併号を含む 9 冊発

行した。3 号に「間隙水圧・変形連成問題への最近の取り

組み」小特集、6-7 号に「平成 23 年度全国鉱山・製錬所現

場担当者会議講演集」を収録した。 
 

「Journal of MMIJ」127 巻（2011 年）第 1～12 号 
の年間記事別ページ数 

区 分 
ページ 

対前年 
内 容、( )内は編数 

総説 49 (6) 
論説 18

32 
(3) 

論文 329 (45) 
報告 29

2 
(4) 

渡邉賞 0 △5 (0) 

現担号(6,7 号) 137 14 

資源(9) 
製錬(10)、 
新素材(9)  

小特集(3 号) 
「間隙水圧・変形

連成問題への最

近の取り組み」 

42 △31 
論説(1)、論文(5) 
報告(1) 

Mat.Trans.抄録 3 3  
研究レビュー 0 0  
最近のトピック 11 7 (3) 
国際会議報告 3 2 (1) 
講演要旨 0 0  
会長挨拶 2 1 (1) 
大会記・見学記 16 13  
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統計データ 8 0 4,5 号を除く各号 1 p. 

その他原稿 6 △8 
聴講記(1)、支部・部門委

員会行事報告(3) 

事業報告他 59 △10 
事業報告、決算 
事業計画、予算 

事務局から 9 0 各号 1 p.. 

小計（A） 721 20  

会告他 101 5 
行事予定、大会広告、公

募他 

役員紹介・表彰 8 2 アート紙 

追悼記事 4 2 (2) 

編集関連 17 10 
編集規約、投稿要項、 
原稿整理カード 

大会プログラム 38 △2 
色紙 春：14p.、 

秋：24p.. 

総目次 12 0 色紙 

申込書他 3 △1 
入会申込書、異動届、 
部門委員会入会申込書 

目次・中扉 24 0 目次 18 p.、中扉 6p. 

表紙（含・広告） 36 0  
小計（B） 243 16  
合計（A+B） 964 36  

 
２．春季大会講演集（平成 23 年度）2011 年 CD-ROM 版 

大震災等の影響により中止された春季大会における

予定講演について、秋季大会への再投稿を認めるこ

ととしたうえで、既に投稿されていた講演集原稿を

PDF 化して 1 枚の CD-ROM に集約して発行した。 
   〔特別企画〕 22 p. 
   〔企  画〕 130 p. 
   〔資源一般〕 84 p. 
   〔素材一般〕 216 p. 

３．資源・素材 2011（堺） 
大会プログラム・ポスター発表（一般・若手） 
 102 p. 
①企画発表・一般発表(A)講演資料 376p.  

     (A)地球・資源 
②企画発表・一般発表(B)(C)講演資料 234 p.  

     (B)プロセス・素材／(C)環境・リサイクリング 
 

（２）春季大会・秋季大会 
 
○春季大会 

平成 23 年 3 月 28 日（月）～3 月 29 日（火）の 2 日

間、東京大学本郷キャンパスで講演大会を、3 月 30 日

（水）に椿山荘で総会、創立 125 周年記念式典・祝賀

会を開催する予定であったが、3 月 11 日に発生した東

日本大震災および東京電力福島第 1 原子力発電所事故

により、全て中止とした。 
 

○秋季大会 
開催日 平成 23 年 9 月 26 日（月）～29 日（木） 
会 場 大阪府立大学中舌鳥キャンパス 
参加者 556 名（普通 333、学生 91、非会員 132） 
市民参加特別講演会        参加者 210 名 

「堺太陽光発電所の概要について」 
関西電力㈱大阪南支店 
チーフマネージャー       温品 元伸 

「日本『再創造』－『プラチナ社会』の実現に向け

て－」 
 三菱総合研究所 理事長 
プラチナ構想ネットワーク 会長 
東京大学 総長顧問       小宮山 宏 

企画発表 115 件（11 セッション） 
「A2: 資源不安の時代に深海底鉱物資源の果たす

役割」 
「A3: 高度にインテグレートされた情報システム

に基づく鉱山開発に関する研究委員会・岩盤工学

部門委員会合同企画」 
「A4: 鉱業史」 
「A5: 建設用原材料の評価・利用技術の確立および

その周辺技術」 
「A6: 最近の採掘および周辺技術の動向」 
「A8: 低炭素社会とCCSに関する研究開発の進展」 
「A10: エネルギー開発利用の新たな挑戦」 
「A11: ワイヤロープ」 
「B2: 捨てられないものも使いよう：毒性元素を利

用する新しい機能性素材の開発」 
「B4: 非鉄金属のリサイクル製錬、精製技術の新展

開と高機能化」 
「B5: 非鉄金属製錬技術の現状と課題」 

一般講演 128 件 
ポスター発表 一般 12 件、若手 63 件 
交流会 リーガロイヤホテル堺    参加者 101 名 
見学会 

「環境・エネルギー」コース（関西電力㈱堺太陽発

電所と大阪府エコタウン）    参加者 17 名 
「鉱山・リサイクル」コース（パナソニックエコテ

クノロジーセンター㈱と平木鉱山）参加者 24 名 
 

（３）表 彰 
 

平成 22 年度表彰（平成 23 年 3 月表彰） 
 
【第13回 学術功績賞】（1件） 

○恒川昌美（北海道大学特任教授・学務部キャリアセンタ

ー長） 

「資源処理技術の基礎研究とその資源リサイクリングへの

応用」 

【第36回 論文賞】（3件） 

○「枯渇油ガス田におけるCO2のメタン変換を目的とした地
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下微生物に関する基礎的検討」〔Journal of MMIJ Vol.125 

No.12 p595～604（2009年）〕菅井裕一，佐々木久郎，新見

敏也（九州大学）, 藤原和弘、向谷 司，鹿野早苗，服部

嘉行（中外テクノス㈱）,岡津弘明（JOGMEC） 

○「水溶液中における金属微粉末の合成と形態制御」〔

Journal of MMIJ Vol.125 No.6.7 p399～405（2009年）

〕市野良一, 興戸正純（名古屋大学）, 

○「北海道上ノ国人工湿地における重金属処理－重金属の

土壌への固定形態と土壌微生物の役割－」〔Journal of MMIJ 

Vol.125 No.8 p445～452（2009年）〕笹木圭子（九州大学

），堀 修（応用地質㈱），荻野 激（北海道立地質研究所

）, 高野敬志（北海道立衛生研究所），遠藤祐司（北海道立

地質研究所），恒川昌美（北海道大学），平島 剛（九州大

学） 

【第36回 奨励賞】（3件） 

○成田弘一（独立行政法人 産業技術総合研究所 主任研究

員） 

「湿式法による金属の分離精製に関する研究」 

○野瀬嘉太郎（京都大学大学院 助教） 

「熱力学に基づく半導体材料の結晶成長に関する研究」 

○菅井裕一（九州大学大学院工学研究院 助教） 

「有用微生物を用いた地下資源の有効利用に関わる研究」 

【第12回 若手ポスタ－賞】（6件） 

○「インドネシアＫＰＣ炭鉱における最適なリハビリテー

ションシステムの開発」 

広戸 洸，島田英樹，笹岡孝司，松井紀久男（九州大学）

，大屋二郎，高本 拓（ＭＭＩコールテック㈱），一ノ瀬政

友（ＣＵＩＲＥ） 

○「岩質材料のサブクリティカル亀裂進展における繊維補

強効果」 

渡邊脩斗，奈良禎太，金子勝比古（北海道大学），森 大

介（㈱太平洋コンサルタント），大和田仁（公益財団法人

原子力環境整備促進・資金管理センター），中西 博（公

益財団法人原子力環境整備促進・資金管理センター、現太

平洋セメント㈱） 

○「廃携帯電話からのレアメタル濃縮における部品選別の

有効性－人工鉱床(RtoS)構想の一環として－」 

古賀千賀子，後藤昌也，大和田秀二，所 千晴（早稲田大

学），白鳥寿一，湯本徹也（DOWAエコシステム㈱） 

○「Mg-Al系複合酸化物を用いた水溶液中のホウ素除去」 

森山紗好，笹木圭子，平島 剛（九州大学） 

○「粒子充填層中の物質移動における端部近傍の形状効果

」 

石井伸彦，高橋圭太，大友涼子，原田周作（北海道大学） 

○「低融点ガラスの金属基板に対する濡れ性に及ぼす酸素

分圧の影響」 

阿部洋平，助永壮平，齋藤敬高，中島邦彦（九州大学） 

 

 

平成 23 年度表彰（平成 24 年 3 月表彰） 
 
【第 86 回 学会賞（渡辺賞）】（2件） 

○平野政雄（小名浜製錬株式会社 元相談役） 

○飯田 修（三菱ﾏﾃﾘｱﾙ株式会社 銅事業ｶﾝﾊﾟﾆｰ 執行役員 

ﾊﾞｲｽﾌﾟﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ） 

○酒井哲郎（小名浜製錬株式会社 常務取締役） 

「新設三菱Ｓ炉と既設反射炉-転炉プロセス結合による新 

しい銅製錬・リサイクル技術（Ｏ-ＳＲプロセス）の確立に 

よる功績」 

○平林 豊（三井金属鉱業株式会社 金属・資源事業本部 

資源開発部長） 

○五味 篤（三井金属鉱業株式会社 執行役員 

Compania Minera Santa Luisa S.A.社長） 

「ペルー共和国サンタルイサ鉱業の CSR 活動による功績」 

【第 37 回 論文賞】（3件） 

○「粒界き裂に基づく単一鉱物多結晶岩石の一軸引張破壊

解析」〔Journal of MMIJ Vol.126(2010) No.12 p.668～

678〕松木浩二，狩野祐一，坂口清敏，木崎彰久（東北大学） 

○「Thermodynamics of Indium-Tin-Oxygen Ternary System」 

〔Materials Transactions Vol.52(2011) No.6 p.1192～

1199〕Satoshi Itoh, Hiroki Osamura, Kimihiko Komada
（Tohoku University） 

○「CO2 海底下ハイドレート貯留を模擬した砂層中ハイド

レート生成の室内実験とその数値シミュレーション」

〔Journal of MMIJ Vol.127(2011) No.4,5 p.194～201〕 

乾 正幸(三菱重工業㈱),佐藤 徹（東京大学），駒井 武

（産業技術総合研究所），影本 浩（東京大学） 

【第 37 回 奨励賞】（3件） 

○中村 大（北見工業大学社会環境工学科 助教） 

「岩石と土の凍上特性の差異に関する実験的研究」 

○村上進亮（東京大学大学院工学系研究科 准教授） 

「金属鉱物資源の天然資源開発からリサイクル・廃棄物処

理までのライフサイクルを通した有効利用の研究」 

○齊藤敬高（九州大学大学院工学研究院 准教授） 

「高温酸化物融体の物理化学的性質およびセラミックスの

高温プロセッシングに関する研究」 
【第 13 回 若手ポスター賞】（5件） 

○「フラクタル流路における微粒子の重力拡散挙動」 

渡邉謙介,原田周作（北海道大学） 

○「太陽光と Fe（Ⅲ）イオンを利用した水溶性切削油の光

分解条件の検討」 

平山毅明,晴山 渉，中澤 廣（岩手大学） 

○「Fe-Nd-B 系合金からのレアアースの濃縮分離」 

久保貴寛,関本英弘,昆 利子,山口勉功（岩手大学） 

○「シリカナノ細孔内水の分光学的調査」 

青木淑恵,ﾌﾞﾗﾃｽｸ ﾏﾘｱ ｱﾝﾄｱﾈｯﾀ,上野智永,是津信行,齋藤

永宏（名古屋大学） 

○「バイオ還元法による白金族金属ナノ材料の合金とその

応用」 

玉置洸司郎（大阪府立大学）,本多隆一（アサヒ飲料㈱）, 

齋藤範三,野村俊之,小西康裕（大阪府立大学） 

○「マイクロバブル浮選における粒子径の影響，及び超音

波照射による気泡挙動の影響」 

松永恵里,黒木奈津子,大和田秀二（早稲田大学）,柴田悦

郎,中村 崇（東北大学） 

 
（４）夏季集中合宿講座 

 
8 月 24 日より 9月 1日までの 9日間，都内錦糸町にある

DOWAホールディングスの合宿研修施設、及び最終日のみ虎

ノ門にある JOGMEC の施設をお借りして開催した。学生会

員の参加者に対しては、旅費、宿泊費、受講料を基本的に

全額補助とした。 
【受講生】受講生は「資源開発コース」に 29 名,「非鉄製

錬コース」に 11 名が参加した。参加者の内訳は，北海道大
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学 6 名，岩手大学 6 名，秋田大学 3 名，東北大学 1 名，筑

波大学 2 名，千葉工業大学 1 名，東京大学 5 名，早稲田大

学 7 名，京都大学 4 名，愛媛大学 2 名，九州大学 2 名。ま

た，学年別構成は，学部 3 年生 5 名，4 年生 6 名，大学院

修士課程 1年生 28 名，2年生 1名。 

【講師】講師は，北海道大学，岩手大学，秋田大学，東北

大学，東京大学，早稲田大学，名古屋大学，京都大学，愛

媛大学，九州大学の 10 大学から 19 名，住友金属鉱山，Ｊ

Ｘ日鉱日石金属，イー・アンド・イーソリューションズ，

日鉄鉱業，ＪＸ日鉱日石探開，三井金属資源開発，三菱マ

テリアル，伊藤忠鉱物資源開発，双日，出光興産，三井金

属鉱業，東邦亜鉛，田中貴金属工業，DOWA エコシステム，

小坂製錬の 16 企業から 22 名，その他 JCOAL，石灰石鉱業

協会，JOGMEC，産総研の 4機関から 6名の計 47 名にご協力

頂いた。 

カリキュラムの検討，教材作成にはさらに幾つかの大学，

企業からもご参加頂いている。 

【協力】社内の研修センターを特別に利用させて頂いた

DOWA ホールディングスをはじめ，国際資源大学校が 2 名の

卒業生をプレゼンテーターとして派遣くださった他，石灰

石鉱業協会は 8月 26 日（金）に三菱マテリアルのセメント

工場，菱光石灰鉱業，武甲鉱業，秩父太平洋セメントの 3

社が協調採掘を行っている石灰石鉱山の現場見学をアレン

ジしてくださった。 

また，JCOAL は講師派遣，教材提供に加えて，受講生の

参加費一部負担，9 月に実施する海外インターンシップへ

の受講生受け入れなど，全面的な協力を頂き、JOGMEC は講

師派遣に加え，最終日 9 月 1 日の講義会場および交流会場

の提供，交流会費用の一部負担を頂いた。さらに，運営資

金の一部を新井科学技術振興財団，東京大学生産技術研究

所サステイナブル材料国際研究センター、日本鉱業振興会

より援助頂いた。 

 
（５）鉱業奨学金の貸与 

 
＜平成 22 年度選考・23 年度貸与開始＞ 

【大学院修士課程】 
竹内 愛 （北海道大学大工学部環境社会工学科） 
中村公亮 （東北大学工学部機械知能・航空工学科） 
栗本広大 （大阪大学工学部応用理工学科） 
鈴木一誓  （大阪大学工学部応用理工学科） 
持田侑希  （九州工業大学工学部物質工学科） 
小関 亨  （関西大学大学院理工学研究科） 

 
＜平成 23 年度選考・24 年度貸与開始＞ 

【大学院修士課程】４名 
日本鉱業振興会において最終審議中。 
 

（６）日本鉱業振興会助成少壮研究者の海外研修 
 
岡野 聡 （愛媛大学工学部等技術部化学・材料班 
       技術職員） 
安田幸司  （京都大学大学院エネルギー科学研究科 
       助教） 

 

（７）日本鉱業振興会助成研究 
 
【継続】 

21-1「都市鉱山における資源化・リサイクル技術に関す

る調査研究」 （広吉直樹）700 千円 
21-2「深部資源探査のための新しい要素技術とその統合

に関する調査研究」 （米田哲朗）800 千円 
21-3「非鉄素材およびプロセッシング研究・技術開発の

アカデミックロードマップ作成に関する調査研

究」 （山口 周）800 千円 
21-4「非鉄製錬スラグ物性データの集成」 

 （山口勉功）900 千円 
22-1「高度にインテグレートされた情報システムに基づ 

く鉱山開発に関する調査研究」 
 （坂口清敏）800 千円 

22-2「資源供給のフロンティアとリスクに関する研究」 
 （山冨二郎）800 千円 

22-3「非鉄製錬プロセスにおける耐火物技術の調査研究」 
 （福山博之）800 千円 

【新規】 
23-1「資源・素材分野における人材教育の実証的研究」

 （岡部進）1,000 千円 
23-2「非鉄製錬業における環境負荷元素の制御技術と社

会貢献調査研究」 （中村崇）800 千円 
23-3「チオシアン酸銅薄膜の電析とその電気的・光学的

特性の評価」 （三宅正男）700 千円 
23-4「我が国の資源戦略に寄与する資源開発技術の調査

研究」 （安達毅）800 千円 
23-５「選鉱技術を利用した 2 次電池からのレアメタルの

再資源化」 （芝田隼次）700 千円 
 

 （合 計）9,600 千円 
 
 
（８）新井科学技術振興財団助成研究 

 
  (財)新井科学技術振興財団の研究助成事業のテーマ公募

に協力した。今年度は資源・素材学会の会員より 3 件の応

募があり、下記の 2 件が採択された。 
23-4「フラクチャーを含む岩石での圧力下における透過

性保持・遮蔽性向上とその制御」 
 （奈良禎太・京都大学）1,000 千円 

23-7「鉄鋼製錬プロセスでの二酸化炭素リサイクルによ

る化石燃料の有効利用技術開発」 
 （松浦宏行・東京大学）1,000 千円 
 
 （合 計）2,000 千円 
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（９）受託事業 
 
【（独）日本原子力研究開発機構】 
「中間領域を考慮した地質環境調査・評価技術の高度化・

体系化に関する研究（平成 22 年度）」   
決定金額 16,199,133円（含・消費税） 

契約事業期間が本会の事業年度をまたがり 3 月に終了する

ため、（平成 22 年度）事業が平成 23 年度決算に計上され

る。尚、（平成 23 年度）事業は震災等の影響で中止された、                                                         
【日本技術者教育認定機構】 
「地球・資源およびその関連分野における平成 23 年度技

術者教育プログラム認定審査業務」 
決定金額 3,570,000 円（含・消費税） 

 

 

VI 支部 

 

（１）北海道支部 

 

１．役職 

○支部長：吉田豊 

（任期：平成 23 年 6 月 10 日～平成 24 年 6 月） 

○副支部長：松本裕之，藤井義明 

（任期：平成 23 年 6 月 10 日～平成 24 年 6 月） 

○幹 事：児玉淳一，伊藤真由美，加藤昌司，中村大，

胡桃澤清文，小玉齋明，原田周作，太田光浩 

（任期：平成 23 年 6 月 10 日～平成 24 年 6 月） 

 

２．支部所在地 

〒060-8628 札幌市北区北 13 条西 8丁目 

北海道大学工学部 環境社会工学科 

資源循環システムコース内 

 

３．支部運営に関する会議 

○支部総会 

日 時：平成 23 年 6 月 10 日（金）11:30～12:00 

会 場：登別温泉・登別グランドホテル 

出席者：委任状を含め 43 名 

  議 事： 

[1]平成 22 年度事業報告および決算報告 

[2]平成 23 年度事業計画および予算 

[3]平成 23 年度支部役員 

[4]支部規定の改定 

 

○第 1回常議員会 

日 時：平成 23 年 5 月 16 日（水）15：00～17：00 

  場 所：北海道大学工学部社会工学系 A1-02 会議室 

    出席者: 委任状含め 25 名 

  議 事： 

[1]平成 22 年度事業報告・決算 

[2]平成 23 年度事業計画・予算 

[3]平成 23 年度役員案 

[4]平成 23 年度総会および春季講演会・見学会 

[5]平成 23 年度北海道資源・素材フォーラム 

○第 2回常議員会 

日 時：平成 23 年 11 月 4 日（金）15:00～17:00 

  場 所：北海道大学工学部社会工学系 A1-01 会議室 

  出席者：委任状含め 21 名 

議 事：  

[1]平成 24 年度支部総会・講演会 

[2]平成 24 年度代議員候補者の推薦の件  

[3]平成 23 年度北海道資源・素材フォーラム 

[4]支部活性化事業 

 

○第 1回幹事会 

日 時：平成 23 年 5 月 16 日（水）13:00～15:00 

  場 所：北海道大学工学部社会工学系 A1-02 会議室 

    出席者: 7 名 

  議 事： 

   [1]平成 22 年度事業報告・決算 

 [2]平成 23 年度事業計画・予算 

[3]平成 23 年度役員案 

[4]平成 23 年度総会および春季講演会・見学会 

[5]平成 23 年度北海道資源・素材フォーラム 

○第 2回幹事会 

日 時：平成 23 年 7 月 15 日（水）15:30～17:30 

会 場：北海道大学工学部 A4-04 会議室 

出席者：10 名 

議 事： 

[1]平成 24 年度支部春季講演会開催地 

[2]支部ホームページのサーバー 

[3]平成 23 年度北海道資源・素材フォーラム 

[4]支部活性化事業 

○第 3回幹事会 

日 時：平成 23 年 11 月 4 日（金）13:00～15:00 

会 場：北海道大学工学部 A1-01 会議室 

出席者：5名 

議 事： 

[1]平成 24 年度支部総会・講演会 

[2]平成 24 年度評代議員候補者の推薦の件  

[3]平成 23 年度北海道資源・素材フォーラム 

[4]支部活性化事業 

○持ち回り幹事会 随時開催（記載略） 

 

４．支部主催、共催、協賛、後援などの実施事業 

【講演会・ワークショップ・セミナー】 

○資源・素材学会北海道支部平成 23 年度春季講演会 

主 催：資源・素材学会北海道支部 

日 時：平成 23 年 6 月 10 日（金）10:30～17:45 

  会 場：登別温泉・登別グランドホテル 
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  一般講演：33 件 

  懇親会：登別温泉・登別グランドホテル 

 講演集：有り 

 

○支部後援講演会 

主 催：（独）土木研究所寒地土木研究所 

後 援：資源・素材学会北海道支部 

日 時：平成 23 年 6 月 28 日（火）13:00-17:00 

会 場：（独）土木研究所寒地土木研究所講堂 

演 題：「第２回次世代地盤改良技術に関するワークシ

ョップ」 

参加者：84 名 

○支部後援講演会 

主 催：北海道大学大学院環境循環システム部門 

後 援：資源・素材学会北海道支部 

日 時：平成 23 年 7 月 13 日（水）10：30-12：00 

会 場：北海道大学工学部 N304 教室 

演 題：「石油・天然ガス資源開発の現状と将来」 

参加者：31 名 

○支部後援セミナー 

主 催：釧路市 

後 援：資源・素材学会北海道支部 

日 時：平成 23 年 7 月 19 日（火）13：00-15：00 

会 場：釧路プリンスホテル3Ｆ 

演 題：「石炭セミナーin 釧路」 

参加者：230 名 

○支部後援セミナー 

主 催：北海道大学大学院環境循環システム部門 

後 援：資源・素材学会北海道支部 

日 時：平成 23 年 10 月 7 日（金）13：00-16：50 

会 場：北海道大学工学部オープンホール（B21 教室） 

演 題：「土壌環境評価学セミナー2011」 

参加者：192 名 

○支部主催講演会 

主 催：資源・素材学会北海道支部 

日 時：平成 24 年 1 月 19 日（木）10：30-12：00 

会 場：北海道大学工学部 C214 教室 

演 題：「二酸化炭素回収・貯留（CCS）技術開発の最

前線－地中貯留技術実用化に向けての岩盤工

学の役割－」 

参加者：31 名 

 

【フォーラム】 

○平成 23 年度 北海道資源・素材フォーラム「北海道の

地震・津波・噴火」 
主 催：資源・素材学会 北海道支部 

日 時：平成23年12月16日（金） 13:40-17:05 

会 場：北海道大学学術交流会館 

講演件数：４件 

藤井義明（北海道大学工学研究院）「自然はやんちゃ」 

笠原 稔（北海道大学理学研究院）「北海道の地震」 

西村裕一（北海道大学理学研究院）「北海道の津波」 

宇井忠英（環境防災総合政策研究機構）「北海道の

噴火」 

総合討論 

参加者：76 名 

 

（２）東北支部 

 

１．役職 

○支部長 ：高橋 弘 

○副支部長：石田秀輝 

○幹 事 ：須藤孝一，高崎康志，山口勉功，佐藤義倫 

 

２．支部所在地 

〒980-8579 仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-20 

東北大学大学院環境科学研究科内 

 

３．支部運営に関する会議 

○支部総会 

開催日：平成 23 年 6 月 4日（金） 

会 場：東北大学片平さくらホール 

出席者：46 名（内委任状：23 名） 

議 事： 

[1]平成 22 年度会務報告 

[2]平成 22 年度会計報告 

[3]平成 23 年度事業計画案 

[4]平成 23 年度予算案 

[5]その他 

○支部臨時総会 

 開催日：平成 23 年 11 月 21 日(月） 

 会 場：いわて県民情報交換センター 

      「あいーな」研修室 810 

 出席者：47 名（内委任状 30 名） 

 議 事：一般社団法人化に伴う東北支部支部規程の改

定について 

○第１回常議員会 

開催日：平成 23 年 6 月 17 日（金） 

場 所：東北大学多元物質科学研究所材料 

    物性総合研究棟小会議室 

  出席者：19 名（内委任状：7名） 

議 事： 

 [1]平成 23 年度支部長・副支部長について 

[2]平成 23 年度常議員名簿の確認 

[3]平成 23 年度幹事会構成について 

[4]平成 22 年度事業報告 

[5]平成 22 年度会計報告 
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[6]平成 23 年度事業計画案 

[7]平成 23 年度予算案 

[8]平成 23 年度支部総会・春季大会について 

[9]その他 

○第 2回常議員会 

 開催日：平成 23 年 10 月 14 日(金)より 28 日(金) 

 方 式：メール審議 

 回答者：14 名 

 議 事：一般社団法人化に伴う支部規程改定案につい

て 

○第 3回常議員会 

 開催日：平成 23 年 12 月 2 日(金)から 14 日(火) 

 方 式：メール審議 

 回答者：20 名 

 議 事：代議員選挙候補者推薦について 

○第 1回幹事会 

開催日：平成 23 年 6 月 17 日（金） 

場 所：東北大学多元物質科学研究所材料 

    物性総合研究棟小会議室 

  出席者：8名 

議 事： 

 [1]平成 23 年度支部長・副支部長について 

[2]平成 23 年度常議員名簿の確認 

[3]平成 23 年度幹事会構成について 

[4]平成 22 年度事業報告 

[5]平成 22 年度会計報告 

[6]平成 23 年度事業計画案 

[7]平成 23 年度予算案 

[8]平成 23 年度支部総会・春季大会について 

[9]その他 

 

４．支部主催、共催、協賛、後援などの実施事業 

○平成 23 年度東北支部春季大会＜主催＞ 

開催日：平成 23 年 6 月 24 日（金） 

会 場：東北大学片平さくらホール 

  出席者：70 名 

  講 演：4件（特別講演） 

42 件（ポスターセッション） 

  講演資料集 有 

 ○平成 23 年度若手の会＜主催＞ 

  開催日：平成 23 年 11 月 20 日（日），21 日(月） 

  会 場：八幡平ハイツ 

  出席者：50 名 

 ○平成 23 年度東北支部秋季大会＜主催＞ 

  開催日：平成 23 年 11 月 21 日(月) 

  会 場：いわて県民情報交換センター 研修室 810，

811 

  出席者：70 名 

  講 演：18 件 

  講演資料集 有 

 ○東北大学多元物質科学研究所ベースメタル研究ステー

ションシンポジウム＜共催＞ 

  開催日：平成 23 年 7月 21 日(木） 

  会 場：東北大学多元物質科学研究所材料物性総合棟

大会議室 

  主 催：東北大学多元物質科学研究所 

  出席者：45 名 

○東北大学多元物質科学研究所第 20 回素材光学研究懇談

会＜共催＞ 

 開催日：平成 23 年 11 月 14 日（月），15 日（火） 

 会 場：東北大学片平さくらホール 

 主 催：東北大学多元物質科学研究所 

 出席者：100 名 

○第 4 回仏研究機関-東北大学先進材料に関するワークシ

ョップ（Frontier2011）＜共催＞ 

 開催日：平成 23 年 12 月 4 日（日）から 8日（木） 

 会 場：東北大学片平さくらホール 

 主 催：東北大学 

 出席者：100 名 

○第 4回製鉄・資源に関するワークショップ（還元研究会）

＜共催＞ 

 開催日：平成 24 年 2月 9 日（木），10 日（金） 

 会 場：ホテル松島大観荘 

 主 催：日本鉄鋼協会資源エネルギーフォーラム 他 

 出席者：40 名 

○環境資源工学会大 127 回例会＜協賛＞ 

 開催日：平成 23 年 11 月 10 日（木），11 日（金） 

 会 場：東北公益文化大学 他 

 主 催：環境資源工学会 

 出席者：250 名 

 

（３）関東支部 

 

１．役職（任期は全て 1年） 

○支部長：月橋文孝 

○副支部長：駒井武，黒田英男 

○支部長補佐：山口周，岡部徹，田中幹也，秋山博 

○主幹事：松浦宏行 

○幹 事：大木達也，大和田秀二，加賀美忠和，斎藤雅

典，定木淳，島田荘平，千葉敏博，寺尾俊明，

所千晴，永井崇，永戸敏博，縄田和満，野瀬

勝弘，福井勝則，不破章雄，増田昌敬，村上

進亮，茂木源人，夜久孝，山崎晃一，山路法

宏，山下智司 

○拡大幹事：石井裕，大藏隆彦，岡部進，唐澤廣和，小

山和也，丹野文夫，冨田新二，藤田豊久，

森芳秋，山冨二郎 

 

２．支部所在地 

〒107-0052 東京都港区赤坂 9-6-41 



Journal of MMIJ Vol.128 (2012) No.6 409 〈13〉 

 －12－ 

一般社団法人 資源・素材学会事務局内 

 

３．支部運営に関する会議 

 

○第１回総会 

開催日：平成 23 年 9 月 13 日（火） 

会 場：東京大学山上会館会議室 

出席者：出席者２０名、委任状４１９名 

議 事： 

[1] 関東支部規程の制定 

[2] 関東支部行事報告 

(1) 第８回「資源・素材・環境」技術と研究の交

流会 

(2)平成２４年春季講演大会（３月２６－２８日）

準備状況 

 

○第２回総会 

開催日：平成 24 年 3 月 19 日（月） 

会 場：東京大学山上会館会議室 

出席者：未定 

議 事： 

[1]平成 23 年度事業報告 

[2]平成 23 年度決算報告および監査報告 

[3]平成 24 年度事業計画案 

[4]平成 24 年度予算案 

 

○第 1回常議員会 

開催日：平成 23 年 3 月 23 日（水） 

会 場：メール会議 

出席者：常議員４４名 

議 事： 

[1] 関東支部長の選出 

 

○第２回常議員会 

開催日：平成 23 年 5 月 17 日（火） 

会 場：メール会議 

出席者：常議員４４名 

議 事： 

[1] 関東支部副支部長の選出 

 

○第３回常議員会 

開催日：平成 23 年 7 月 29 日（金） 

会 場：メール会議 

出席者：常議員４４名 

議 事： 

[1] 補欠理事候補者の選出方法について 

[2] 補欠理事候補者の選出 

 

○第４回常議員会 

開催日：平成 23 年 9 月 13 日（火） 

会 場：東京大学山上会館会議室 

出席者：出席者１２名、委任状２９名 

議 事： 

[1] 関東支部規程の制定 

[2] 関東支部行事報告 

(1)第８回「資源・素材・環境」技術と研究の交

流会（８月４日） 

(2)平成２４年春季講演大会（３月２６－２８

日）準備状況 

 

○第５回常議員会 

開催日：平成 23 年 12 月 12 日（月） 

会 場：メール会議 

出席者：常議員４４名 

議 事： 

[1] 関東支部代議員候補者２７名、代議員補欠候補

者１名の選出 

 

○第６回常議員会 

開催日：平成 24 年 1 月 14 日（土） 

会 場：メール会議 

出席者：常議員４４名 

議 事： 

[1] 平成２４年度関東支部支部長となる理事候補

者の選出 

[2] 平成２４年度関東支部副支部長となる補欠理

事候補者の選出 

○第７回常議員会 

開催日：平成 24 年 1 月 31 日（火） 

会 場：メール会議 

出席者：常議員４４名 

議 事： 

[1] 平成２４年度事業計画、予算案 

 

○第８回常議員会 

開催日：平成 24 年 3 月 19 日（月） 

会 場：東京大学山上会館会議室 

出席者：未定 

議 事： 

[1] 平成２３年度事業報告、決算報告 

 

○第 1回拡大幹事会 

開催日：平成 23 年 6 月 14 日（火） 
会 場：東京大学山上会館会議室 

出席者：23 名 

議 事： 

[1] 支部規程確認 

[2] 第１回常議員会、第２回常議員会報告 

[3] 平成２３年度事業案、予算案承認 

[4] 「資源・素材・環境」技術と研究の交流会開催
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準備状況 

[5] 平成２４年３月春季講演大会準備状況 

 

 ○春季講演大会プログラム編集委員会 

開催日：平成 23 年 12 月 15 日（木） 
場所：メール会議 

出席者：７名 

議 事： 

[1]春季大会プログラム編成 

 

４．支部主催、共催、協賛、後援などの実施事業 

○「第８回『資源・素材・環境』技術と研究の交流会」

開催 

＜主催＞ 

開催日：平成 23 年 8 月 4日(木) 

会 場：東京大学武田先端知ビル武田ホール 

参加者：136 名 

内 容：  

[1] 基調講演 小澤純夫氏（JOGMEC） 

[2] 企業によるブースセッション 8 社 

[3] 学生・若手研究者によるポスター発表 

[4] 意見交換会 

[5] 優秀ポスター賞表彰 

 

○「第８回『資源・素材・環境』技術と研究の交流会」

優秀ポスター賞受賞者の秋季講演大会ポスターセッ

ションへの派遣 

 

（４）関西支部 

 

１．役職 

○支部長：小西康裕（任期１年） 

○副支部長：石田 毅（任期１年） 

○幹 事（庶務）：日下英史（任期１年） 

（会計）：野瀬嘉太郎（任期１年)  

 

２．支部所在地 

〒599-8531 大阪府堺市中区学園町１-１ 
大阪府立大学 大学院工学研究科 物質・化学系専攻内 

 

３．支部運営に関する会議 

○第３回常議員会・幹事会 

開催日：平成 23 年 6 月 13 日 

会 場：京都大学楽友会館 

出席者：本人出席 14 名＋委任状 19 名，合計 33 名 

議 事： 

[1] 平成 22 年度事業報告の確認 

[2] 平成 22 年度会計報告の確認 

[3] 平成 23 年度事業計画案の確認 

[4] 平成 23 年度予算案の確認 

[5] 平成 23 年度支部役員案の確認 

[6] 平成 22 年度支部総会議事次第の確認 

[7] 一般社団法人移行について 

[8] 一般社団法人移行に伴う関西支部規定の改正 

○平成２２年度関西支部総会 

開催日：平成 23 年 6 月 13 日 

会 場：京都大学楽友会館 

出席者：本人出席 23 名＋委任状 142 名＝合計 166 名 

議 事： 

[1] 平成 22 年度事業報告 

[2] 平成 22 年度会計報告 

[3] 平成 23 年度支部役員案 

[4] 平成 23 年度事業計画案 

[5] 平成 23 年度予算案 

[6] 支部規定の改正 

○第１回常議員会・幹事会 

開催日：平成 23 年 10 月 17 日 

会 場：京都大学楽友会館 

出席者：本人出席 12 名＋委任状 22 名、合計 34 名 

議 事： 

[1] 平成 24 年度支部役員の選出について 

①理事候補者及び同補欠の選出について 

②代議員候補者及び同補欠の選出について 

③常議員及び幹事の選出について 

[2] 支部推薦「奨励賞」候補者を含む各種学会賞の

推薦について 

[3] 平成 23 年度事業計画について 

①若手研究者・学生のための研究発表会 

②学生のための製錬現場研究会 

③外国人研究者を囲む研究懇談会 

○第２回常議員会・幹事会 

開催日：平成 23 年 12 月 12 日 

会 場：京都大学楽友会館 

出席者：本人出席 15 名＋委任状 19 名、合計 34 名 

議 事： 

[1] 平成 23 年度第 1回常議員会議事録の確認 

[2] 平成 24 年度支部役員の確認 

[3] 「若手研究者・学生のための研究発表会」優秀

発表者の選出について 

[4] 平成 23 年度事業計画について 

 

４．支部主催，共催，協賛，後援などの実施事業 

○特別講演会＜主催＞ 

開催日：平成 23 年 6 月 13 日 

会 場：京都大学楽友会館 

参加者：26 名 

内 容：「クリティカル・メタルの資源制約、わが国 

の戦略を問う」 

（講師：谷口 正次 

資源・環境戦略設計事務所代表） 
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○学生のための製錬現場研修会＜主催＞ 

開催日：平成 23 年 11 月 8 日，9日 

会 場：住友金属鉱山㈱ ニッケル工場および 

新居浜研究所 

参加者：26 名（学生 24 名，引率教員 2名） 

○若手研究者・学生のための研究発表会＜主催＞ 

開催日：平成 23 年 12 月 12 日 

会 場：京都大学楽友会館 

参加者：61 名 

講 演：32 件（資源系(14)＋素材系(18)） 

優秀発表賞：7件（資源系 2 件，素材系 5 件） 

鈴木一誓（大阪大学大学院工学研究科） 

松本尚人（京都大学大学院エネルギー科学研究科） 

船橋政志（名古屋大学大学院工学研究科） 

位 一平（京都大学大学院エネルギー科学研究科） 

山川彩香（京都大学大学院工学研究科） 

柳澤 悟（京都大学大学院エネルギー科学研究科） 

田中智史（関西大学大学院理工学研究科） 

○外国人研究者を囲む研究懇談会＜主催＞ 

開催日：平成 23 年 11 月 10 日（木） 

会 場：京都大学 吉田キャンパス 物理系校舎 

講 師：G. M. Haarberg ノルウェー工科大学教授 

 

（５）九州支部 
 
１．役職 
○支部長：松井紀久男（任期：23 年度） 

 ○副支部長：中野博昭（任期：23 年度） 
 ○幹 事：島田英樹，佐藤晃，小林繁夫，高須登実男，

伊藤秀行，齊藤敬高，菅井裕一，笹岡孝司，麻

植久史（任期：23 年度） 
 
２．支部所在地 
  〒819-0395  福岡市西区元岡 744 番地 

九州大学大学院工学研究院 
地球資源システム工学部門内 

 
３．支部運営に関する会議 
○第 1 回幹事会（書面併用） 

開催日：5 月 6 日（金） 
会 場：福岡天神・光ビル 
出席者：10 名 
議 事： 

[1] 第 127 回常議員会と 23 年度支部総会議題 
および春季例会の打合せ 

[2] 九州支部規程改訂について 
[3] その他の事業計画に関する協議 
[4] 表彰・評価委員の人選，他 

○第 127 回常議員会 
開催日：6 月 3 日（金） 

会 場：九大･工･地球資源･国際プロジェクト室 A 
出席者：25 名（＋委任状 14 通） 
議 事： 

[1] 役員(支部長，副支部長，幹事)および常議員の

交代・新任・退任の報告 
[2] 22 年度会務および事業・収支決算の最終報告 
[3] 23 年度事業計画・予算の変更承認 
[4] 九州支部規程改訂について，他 

○平成 23 年度支部総会 
開催日：6 月 3 日（金） 
会 場：九大･工･地球資源･国際プロジェクト室 A 
出席者：26 名（＋委任状 69 通） 
議 事： 

[1] 役員(支部長，副支部長，幹事)および常議員 
の交代・新任・退任の報告 

[2] 22 年度会務および事業報告・収支決算報告 
[3] 23 年度事業計画・予算の報告 
[4] 九州支部規程改訂について，他 

○表彰委員会 
開催日：6 月 3 日（金） 
会 場：九大･工･地球資源･プロジェクト室 B 
出席者：14 名 
議 事：「Presentation Award, Kyushu MMIJ」の受賞者

4 名を選考し、春季例会にて表彰 
○第 2 回幹事会（書面併用） 

開催日：11 月 2 日（水） 
会 場：福岡天神・光ビル 
出席者：7 名 
議 事：第 128 回常議員会の議題・報告事項の協議 

○第 128 回常議員会 
開催日：11 月 22 日（火） 
会 場：九大･工･地球資源･国際プロジェクト室 A 
出席者：19 名（＋委任状 20 通） 
議 事： 

[1] 23 年度会務および事業報告・収支中間報告 
[2] 支部常議員の交代・新任 
[3] 24 年度支部選出理事および支部推薦代議員の

選出，他 
○第 3 回幹事会（書面併用） 

開催日：1 月 17 日（火） 
会 場：福岡天神・光ビル 
出席者：10 名 

  議 事：第 129 回常議員会の議題・報告事項の協議 
○第 129 回常議員会 

開催日：2 月 13 日（月） 
会 場：九大･工･地球資源･国際プロジェクト室 A 
出席者：20 名（＋委任状 23 通） 
議 事： 

[1] 役員・常議員の交代等の審議，承認 
[2] 23 年度会務および事業報告・収支決算(仮〆)報
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告と承認 
[3] 24 年度事業計画・予算の審議，承認，他 

 ○表彰委員会（書面併用） 
開催日：3 月 2 日（金） 
会 場：九州大学 

  議 事：「Outstanding Student Award,Kyushu MMIJ」 
の受賞者選考 

 
４．支部主催，共催，協賛，後援などの実施事業 

 ○＜主催＞新事業「会員が主催する研究会・講演会」 
開催日：3 月 9 日（水） 
会 場：九大･工･地球資源 
発起人：松井紀久男（九大･工･地球資源） 
講 師：Dr. Wilson Shigemasa Iramina (サンパウロ大学

准教授) 
演 題：Environmental and Safety Aspects in  

Brazilian Mines: Quarries in Urban Area 
    参加者：37 名 

○＜主催＞春季例会（講演会・表彰式・懇親会） 
開催日：6 月 3 日（金） 
会 場：九大･工･地球資源･国際プロジェクト室 A，

地球資源第一および第二講義室 
参加者：61 名（内学院生 31 人） 
講演会：特別講演 1 件，一般講演 30 件 
出版物：平成 23 年度春季例会講演要旨集 

A4 版，70 部 
  懇親会：九大・「Big Orange」 

参加者 30 名（内招待者 5 名） 

 ○＜主催＞新事業「会員が主催する研究会・講演会」 
開催日：7 月 13 日（水） 
会 場：熊大・工・2 号館 
発起人：佐藤 晃（熊大･工･社会環境） 
講 師：板倉賢一教授 (室蘭工業大学) 
演 題 ： Fundamental Experiments for UCG System 

Development - Crack Visualization of Coal 
Specimen under Heating Process using Micro 
3D CT – 

    参加者：38 名 
○＜後援＞第32回西日本岩盤工学シンポジウム 

主 催：西日本岩盤工学研究会 
開催日：9 月 1 日（木），2 日（金） 
場 所：熊本・火の国ハイツ 
参加者：42 名（内学院生 26 人） 

 ○＜主催＞新事業「会員が主催する研究会・講演会」 
開催日：10 月 12 日（水） 
会 場：九大･工･地球資源 
発起人：佐々木久郎（九大･工･地球資源） 
講 師：Dr. Stephen Simukanga（ザンビア大学学長） 
演 題：Mineral Productions in Zambia 

    参加者：24 名 
○＜主催＞現地研究会  

開催日：11 月 18 日（金）  
開催場所：南城ユインチ鉱山（水溶性天然ガス田：

沖縄県南城市）&琉球セメント㈱屋部工場

（石灰石：沖縄県名護市） 
参加者：11 名 

 ○＜後援＞Int. Sympo. on Earth Science and Technology 
2011 

主 催：地球科学技術に関する国際連携ネットワ

ーク  
開催日：12 月 6 日（火），7 日（水）  
場   所：九大・稲森財団記念会館  
参加者：204 名（内留学生含む外国人 87 人） 

 

 

 

VII.部門委員会 

 

部門委員会 

（委員長） 

目  的 

【地球・資源グループ】 

探査工学 

（古宇田亮一） 

資源探査における新しい手法の開発

と探査システムの最適化等の研究,

情報交換 

岩盤工学 

（山口 勉） 

地下開発工学や岩盤構造物等分野の

岩盤工学に関する調査研究,情報交

換,岩の力学連合会活動の支援 

採掘技術 
（板倉賢一） 

鉱物資源・地殻開発に関わる最新の

採掘技術やメカトロニクスの導入に

関する調査研究,情報交換 

海洋資源 

（山崎哲生） 

海洋鉱物資源の探査・開発・処理お

よび海洋エネルギー開発の調査研

究,情報交換 

建設用原材料 

（森野奎二） 

建設用原材料の評価技術の確立、未

利用物の建設用材料としての利用法

の調査研究、情報交換 

石炭等エネルギ

ー開発利用 

（藤井義明） 

石炭資源の開発・生産・保安・利用

及び石炭に関わる環境等の幅広い諸

問題の調査、研究、情報交換 

資源経済 

（西川有司） 

自然科学、工学、社会科学、人文科

学の面から資源問題の総合研究、資

源経済の資料収集＆国際交流 

【プロセス・素材グループ】 

素  材 

（松尾伸也） 

無機素材全般の製造、利用、リサイ

クリング等に関する広範囲な技術情

報の交換 

粉体精製工学 

（芝田隼次） 

粉体の物性、単位操作、計測及びシ

ステム工学等の粉体に係わる分離精

製工学の調査研究と情報交換 
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新素材の材料化

学に関する 

（山口 周） 

非鉄系素材を中心とする新素材の機

能設計、機能発現のためのプロセッ

シングに関する工学的基盤技術とこ

れを支える科学（材料化学分野）の

振興 

【環境・リサイクリンググループ】 

資源 

リサイクリング 

（藤田豊久） 

各種再生資源の有効利用と廃棄物の

適正処分に関わる技術とシステムに

関する調査研究 

地球環境工学 

（當舎利行） 

本学会の横断的組織としての資源と

素材の開発・利用に関する環境問題

の情報交換、および地球環境工学全

般にかかわる調査研究、情報交換。 

土壌汚染浄化 

（井上千弘） 

土壌及び地下水汚染の原因及び状況

を調査し、その浄化に関して学理

的・技術的に検討する事業 

 

 

（１）探査工学部門委員会 

 

１．役職 
○委員長：古宇田 亮一（産総研） 
（任期：2010 年 4 月～2012 年 3 月） 
○幹 事：植木 俊明（(株)海洋先端技術研究所） 

小池 克明・麻植 久史（熊大大学院） 
 
２．部門委員会運営に関する会議 
○探査工学部門委員会通信総会 
  開催日：平成 23 年 5 月 18～31 日 

返信数：29 名（会員数 54 名） 
議 事： 

[1]平成 22 年度活動報告・決算 
[2]平成 23 年度活動計画・予算 

 
３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施事業 
○IAMG2011（国際数理地質学会 2011 年会） 

 開催日：平成 23 年 9月 5～9日 

 会 場：オーストリア・ザルツブルグ大学 

 概 要：講演者として参加し，最先端技術の現状につ

いて議論を深める． 

○ISME-XII（第 12 回資源探査のための国際シンポジウ

ム）の企画準備：2012 年 8 月 5～10 日 

 会 場：オーストラリア・ブリスベン 

 資源・素材学会探査工学部門委員会が主催している国

際会議を準備調整した。キーノートスピーカーとして，

小池克明氏（京大），D.Singer 氏(USGS)，M.Scott 氏

（クインズランド大）に依頼した． 
 
４．その他の実施事業など 
○春季大会で企画発表（予定したが震災で中止） 

 テーマ：「資源探査のための新しい要素技術開発とそ

の統合化にむけて」 

 開催日：平成 23 年 3 月 29 日 
 会場：東京大学工学部 8 号館(85 教室) 
  「深部資源探査のための新しい要素技術とその統合

化に関する調査研究委員会」と共催，講演 5件。 

○秋季大会で企画発表 

 テーマ：「深部資源・地質環境探査における要素技術

の新たな展開に向けて」 

 開催日：平成 23 年 9 月 29 日 
 会場：大阪府立大学 
 「深部資源探査のための新しい要素技術とその統合化

に関する調査研究委員会」と共催，講演７件． 

○昨年度に引き続き探査工学講習会を開催した。 

 「役に立つ地球統計学の理論と実際」  

  開催日：平成 23 年 11 月 1 日  

  会 場：産総研臨海副都心センター別館 11 階会議室 

受講者：11 名  

  講 師：小池・久保（京大） 

  探査工学部門委員会主催講習会を開催し、最新のフ

リーソフト（SGeMS）により、最近の動向を取り入れ

た地球統計学の詳しい解説と実習を行った。 

○経済産業省が推進し JOGMEC が実施しているボツワ

ナ・リモートセンシングセンター(BRSC)の研修等に協

力した。 

 
 

（２）岩盤工学部門委員会 

 

１．役職 

○委員長：山口 勉 

（任期：平成 23 年 4月～平成 25 年 3月） 

○幹 事：木崎 彰久、竹原 孝、佐藤 晃（相談役） 

 

２．部門委員会運営に関する会議 

○第１回総会（中止） 

開催日：平成 23 年 3 月 29 日 

  会 場：春季大会会場（東京大学本郷キャンパス） 

  議 事： 

[1]平成 23 年度新委員長ならびに新幹事の選出 

[2]平成 22 年度事業・決算報告 

[3]平成 23 年度事業計画・予算案 

○第 2回総会 

開催日：平成 23 年 9 月 27 日 

会 場：秋季大会会場（大阪府立大学中百舌鳥キャン

パス） 

出席者：19 名 

議 事： 

[1]平成 22 年度決算報告 

[2]平成 23 年度予算案 
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[3]岩盤応力の国際会議の件 

報 告： 

[1]岩の力学連合会 

[2]岩盤斜面工学小委員会から現地検討会の案内 

 

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施事業 

【企画発表】 

○秋季大会（資源・素材 2011（堺）） 

・企画発表「高度にインテグレートされた情報システム

に基づく鉱山開発に関する調査研究委員会・岩盤

工学部門委員会合同企画発表」 
発表件数 9 件 

 

【見学会】 

○岩盤斜面工学小委員会現地検討会 

委員長：高橋 弘  幹事：村田澄彦 

石灰石鉱業協会残壁小委員会との合同開催 

開催日：10 月 16，17 日 

場 所：糸魚川地区石灰石鉱山 

（田海、青海の２鉱山） 

参加者：18 名 

URL:http://www.mmij-kyushu.com/rock/slope/H23_16

th/16th_Omi-Tomi.html 

※「岩盤斜面小委員会」で検索可能 

 

４．その他の実施事業など 

○岩の力学連合会の活動支援および同会との連係 

○部門委員会 HP の更新 

 

 

（３）採掘技術部門委員会 

 

１．役職 

 ○委員長：板倉 賢一 

  (任期：平成 22 年 4月～平成 24 年 3月) 

 ○幹 事：石灰石鉱業協会技術部（渕上範敏） 

２．部門委員会運営に関する会議 

○総会 

開催日：平成 23 年 9 月 28 日(水)  

会 場：大阪府立大学 中百舌鳥キャンパス 

参加者：25 名 

議 事：活動報告と活動計画の審議 

 ※春季大会期間中の3月28日にも予定していたが中止。 

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施事業 

○資源･素材 2011（堺） 

企画発表「最近の採掘および周辺技術の動向」 

    開催日：平成 23 年 9月 28 日(水) 

    講演数：17 件 

○「学生特別見学コース」 

開催日：平成 23 年 9 月 29 日（木）～30 日（金） 

場 所：太平洋セメント㈱藤原工場、㈱イシザキ藤

原鉱山，東海コンクリート工業㈱三重工場

の鉱山・工場・関連施設を見学。 

学生と業界若手技術者との座談会を実施。 

参加者：資源系学生 13 名を含む 24 名 

○「現地研究会（沖縄）」 

開催日：平成 23 年 11 月 23 日（水）～25 日（金） 

  場 所：㈲伊良部砕石石垣鉱山 

㈾山城砕石鉱業山城鉱山 

琉球セメント㈱安和鉱山を見学 

   参加者：20 名 

  ※「高度にインテグレートされた情報システムに基づ

く鉱山開発に関する調査研究委員会」と共催 

 ○「合同現地検討会（新潟）」 

  開催日：平成 23 年 10 月 16 日（日）～17 日（月） 

  場 所：明星セメント㈱田海鉱山 

電気化学工業㈱青海鉱山 

  参加者：16 名 

  ※「岩盤斜面工学小委員会」、「石灰石鉱業協会・残

壁小委員会」と共催 

４．その他の実施事業など 

○ Journal of MMIJ（Vol.128 2012.2 発行），および

石灰石（No.374 2011.11 発行）に「学生特別見学

コース」の報告記事を投稿。 

 

 

（４）海洋資源部門委員会 

 

１．役職 

委員長：山崎哲生  

幹 事：小西康裕、定木 淳、福島朋彦、岡本信行 

 

２．部門委員会運営に関する会議 

○第 26 回海洋資源部門委員会総会 

開催日：平成 23 年 9 月 27 日 

○幹事会 

開催日：平成 23 年 12 月 13 日 

 

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施事業 

○第 30 回国際海洋力学・極地工学会議（OMAE-2011）の

開催に協力 

開催日：平成 23 年 6 月 19 日～6月 24 日 

場 所：ロッテルダム 

○第 9 回海洋・極地工学会深海底鉱物資源シンポジウム

（ISOPE-OMS-2011）＜共催＞ 

開催日：平成 23 年 6 月 19 日～6月 24 日 

場 所：マウイ（ハワイ） 

○第 41 回海洋工学パネルの開催に協力 

主 催：日本海洋工学会 

開催日：平成 23 年 7 月 22 日 
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場 所：東京 

○第 22 回海洋工学シンポジウムの開催に協力 

主 催：日本海洋工学会、日本船舶海洋工学会 

開催日：平成 23 年 8 月 2～3 日 

場 所：東京 

○ 第 40 回 海 底 鉱 業 研 究 会 (Underwater Mining 

Institute: UMI 2011) の開催に協力 

開催日：平成 23 年 9 月 14 日～18 日 

場 所：ヒロ（ハワイ） 

○資源・素材 2011 において企画発表「資源不安の時代に

深海底鉱物資源の果たす役割」を主催 

開催日：平成 23 年 9 月 27 日 

場 所：堺 

○第 42 回海洋工学パネルの開催に協力 

主 催：日本海洋工学会 

開催日：平成 24 年 1 月 23 日 

場 所：東京 

 

４．その他の実施事業など 

○第 26 回海洋資源部門委員会開催報告を発行 

発行日：平成 23 年 10 月 15 日 

○地球資源グループ部門委員長会議に出席 

開催日：平成 23 年 9 月 28 日 

 

 

（５）建設用原材料部門委員会 

 

１．役職 
○委員長 ：森野奎二（任期 2 年の 2 年目） 
○副委員長：名和豊春 (任期 2 年の 2 年目） 
○幹 事（事務局担当）：深松 孝（(社)日本砕石協会）  

 
２．部門委員会運営に関する会議 
○総会 
開催日：平成 23 年 9 月 28 日(水) 
会 場：大阪府立大学 中百舌鳥キャンパス 
議 題： 

[1]平成 22 年度事業および決算報告について 

[2]平成 23 年度事業計画および予算案について 

[3]平成 23 年度秋季大会企画発表について 

[4]部門会計収支の安定化について 

[5]その他 

 

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施予定 
○平成 23 年度秋季大会企画発表「建設用原材料の評価・

利用技術およびその周辺技術」 
開催日 9 月 28 日（秋季大会時） 
会場：大阪府立大学 中百舌鳥キャンパス  
参加者：35 人 
[1]松本嶺・溝口達也・麓隆行：ダム堆砂を用いた舗装

用透水性コンクリートの締固め性状と曲げ強度 

[2]岩月栄治：プロピオン酸カルシウムを添加したコン

クリートのＡＳＲ膨張挙動  

[3]岩月栄治・寺西浩司：岩石の乾燥収縮測定に関する

研究 

[4]今井忠男：（社）日本砕石協会における乾燥収縮問

題対策委員会報告 

[5]今井忠男・大口宏栄・杉本文男：コンクリートの乾

燥収縮率に及ぼす天然砂と砕砂の影響 

[6]溝口達也・麓隆行・熊野知司・高見新一・岩清水

隆・荒井正直・島崎信明：砕石粉を混合したモル

タルの初期乾燥収縮ひずみに関する基礎研究 

 

○論文報告集「建設用原材料」20 巻の発行 

平成 24 年 3月  論文 5編 

論文 

[1] 山田幹雄・佐野博昭・坪川茂・奥野雅基：天日乾

燥浄水汚泥の水分滲出特性と含水減量による安定

処理効果 

[2] 佐野博昭・山田幹雄・小川 浩・中村貴敏：製鋼

スラグおよび高炉水砕スラグを用いた雑草抑制層

の効果の確認 

[3] 今井忠男・大口宏栄・杉本文男：コンクリートの

乾燥収縮率に及ぼす天然砂および砕砂の影響 

[4] 竹内弓恵：コンクリートの乾燥収縮の抑制とその

簡易測定法に関する基礎実験 

[5] 麓隆行・松本嶺・溝口達也：舗装用透水性コンクリ

ートへの未洗浄ダム堆砂の適用性 

 

 

（６）石炭等エネルギー開発利用部門委員会 

 

１．役職（任期：平成 22～23 年度） 

○委員長 ：藤井義明 

○副委員長：井上雅弘 

○副委員長：古川博文 

○幹 事 ：菅井裕一 

 

２．部門委員会運営に関する会議 

○石炭等エネルギー開発利用部門委員会 総会 

開催日：平成 23 年 9 月 29 日 

場 所：大阪府立大学 

出席者：7名 

議 事： 

[1]平成 22 年度事業報告  

[2]平成 23 年度会計報告 

[3]平成 23 年度事業計画 

[4]平成 23 年度予算 

[5]平成 23 年度役員、その他 

 

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施事業 

○秋季大会企画講演会「新炭素資源学の提唱と 

人材育成」 

＜主催＞ 

開催日：平成 23 年 9 月 29 日 

場 所：大阪府立大学 

参加者：100 名 

内 容：午前中は、経済産業省国際石炭分析官名久井
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恒司様から基調講演をいただいた後、福島後

のエネルギー開発利用に関する講演がなされ

た。午後は、石炭等エネルギーの開発利用に

関する種々の最近のトピックスが講演された。 

刊行物：秋季大会講演要旨集 

○地球科学・技術に関する国際シンポジウム 

（International Symposium on Earth Science and 

 Technology 2011）＜共催＞ 

主催者：九州大学大学院工学研究院地球資源システム 

工学部門、バンドン工科大学、オストラバ 

工科大学 

開催日：平成 23 年 12 月 6 日、7日 

場 所：九州大学伊都キャンパス 

参加者：204 名（うち外国人 87 名） 

内 容：地球科学技術に関する国際ネットワーク

（Cooperative International-Network for 

Earth Science and Technology, CINEST）が

主催した International Symposium on Earth 

Science and Technology 2011 を、資源・素

材学会九州支部および当部門が後援した。同

シンポジウムでは 13 か国から参加した若手

研究者を中心に石炭をはじめとした地下エネ

ルギー資源の開発と有効利用に関する多くの

研究発表がなされ、資源・石炭開発分野の研

究活動に寄与した。 

刊行物：Proceedings 論文 

 

 

（７）資源経済部門委員会 

 

１．役職 

○委員長：西川有司（任期 1年） 

○副委員長：不在 

○幹 事：村上進亮（任期 1年） 

 

２．部門委員会運営に関する会議 

○幹事会 

開催日：平成 23 年 7 月 4日 

 会 場：東京大学工学部 4号館会議室 

  議 事：23 年度の活動計画について協議 

○総会 

開催日：平成 23 年 11 月 25 日 

会 場：東京大学山上会館 001 会議室 

  議 事：22 年度の活動報告と 23 年度の活動計画 

 

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施事業 

○講演会＜主催＞ 

開催日：平成 23 年 11 月 25 日 

会 場：日本鉱業協会 6階会議室 

出席者：20 名程度 

 

○シンポジウム 

平成 24 年度(2012 年)春季大会において企画セッショ

ンを予定。 

 

○研究会 ＜資源供給のフロンティアとリスクに関する

研究委員会と共催＞ 

開催日：平成 23 年 7 月 28 日（木） 

会 場：日本鉱業協会６階会議室 A,B 

出席者：25 名程度 

開催日：平成 23 年 10 月 11 日（火） 

会 場：日本鉱業協会６階会議室 A,B 

出席者：25 名程度 

開催日：平成 24 年 1 月 16 日（月） 

会 場：日鉄鉱業㈱本社会議室 

出席者：25 名程度 

 

４．その他の実施事業など 

○世界鉱物資源データベースの更新 

 

 

（８）素材部門委員会 

 

１．役職（任期：平成 22 年度～23 年度） 

○委員長：松尾伸也 

○副委員長：星 幸弘、河原正泰 

○幹事：山口勉功、中村 崇、山下智司、月橋文孝、 

不破章雄、興戸正純、藤澤敏治、武津典彦、 

岡部 徹、平藤哲司、芝田隼次、大蔵隆彦、 

中野博昭、山口 周、秋山 博、岡部 進、 

丹野文夫、高野 斉、森田英治、河合浩太郎、 

永戸敏博、林 庄作、大上 悟(広報)、 

小俣孝久(会計) 

○顧問：阿座上竹四、板垣乙未生、梅津良昭、大石敏雄、

小川 修、嶋影和宜、増子 曻、山内睦文、 

粟倉泰弘、福島久哲 

 

２．部門委員会運営に関する会議 

○幹事・顧問会議 

開催日：平成 23 年 4 月 8日(月)、4月 20 日(水)  

会 場：メールによる会議 

参加者：全員 

議 事： 

[1]新役員の承認 

[2]素材部門委員会の運営及び活動に関する件： 

平成 22 年度活動報告･決算報告、平成 23 年 

度計画など 

[3]平成 23 年秋季大会での企画の検討 

[4]国際交流委員会（本部門委員会関連の国際会 

議）報告 
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[5]その他 

○幹事・顧問会議 

開催日：平成 23 年 9 月 28 日(水) 

（資源･素材 2011（堺）秋季大会期間中） 

会場：大阪府立大学中百舌鳥キャンパス 

出席者数：23 名 

議 事： 

[1]素材部門委員会の運営及び活動に関する件 

[2]国際交流委員会（本部門委員会関連の国際会 

議）報告 

[3]その他 

 

３．部門委員会主催、共催、協賛、講演などの実施事業 

○第 4７回製錬関係研究会＜主催＞ 

開催日：平成 23 年 12 月 1 日～2日 

場 所：イーグレ姫路 

担 当：名古屋工業大学 栗田典明、武津典彦 

内 容：講演会、交流会及び見学会（山陽特殊製鋼㈱ 

と生野銀山） 

参加者数：62 名 

 

【国際交流関係】 

○EMC 2011＜共催＞  

開催日：June 26-29, 2011 

場 所：Dusseldorf, Germany 

○CIM リサイクルシンポジウム 2011＜共催＞ 

開催日：October 2-5, 2011 

場 所：Montreal, Canada 

担 当：中村 崇 

 

４．その他の実施事業など 

○プロセス･素材グループ交流会 

開催日：平成 23 年 9 月 28 日(水) 

会 場：大阪府立大学中百舌鳥キャンパス内 

参加者数：74 名 

 

 

（９）粉体精製工学部門委員会 

 

１．役職 

○委員長：芝田隼次 

○副委員長：新苗正和 

○幹  事：古屋仲茂樹、小山和也 

 

２．部門委員会運営に関する会議 

○総会 

開催日：平成 23 年 9 月 28 日 

会 場：大阪府立大学 

 

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施事業 

○第 9回日韓資源リサイクル・材料科学に関する国際 

シンポジウム＜協賛＞ 

    開催日：平成 23 年 5月 30 日～6月 1 日 

場 所：大阪府吹田市（関西大学） 

参加者：107 名 

○ 環境資源工学会第 126 回例会:-エネルギー・環境技術

の最前線-＜協賛＞ 

開催日：平成 23 年 6 月 2,3 日 

場 所：大阪府吹田市（関西大学） 

参加者：78 名 

○ 環境資源工学会第 23 回シンポジウム： 

-震災廃棄物のリサイクルのための分離精  

製技術 -＜協賛＞ 

開催日：平成 23 年 9 月 16 日 

場 所：東京都（新橋住友ビル） 

参加者：90 名 

○ 資源・素材学会秋季大会企画発表：-精製技術の 

新展開と高機能化- 

開催日：平成 23 年 9 月 28 日 

場 所：大阪府堺市（大阪府立大学） 

参加者：110 名 

○環境資源工学会第 127 回例会 ： 

-山形県庄内地域における資源循環と環境対策の 

現状と展望- ＜協賛＞ 

開催日：平成 23 年 11 月 10,11 日 

場 所：山形県酒田市（東北公益文科大学酒田キャン 

パスほか） 

参加者：80 名 

○環境資源工学会第 24 回シンポジウム：-レアアース  
の安定確保に資する分離・精製技術 -＜協賛＞ 

開催日：平成 24 年 2 月 10 日 

場 所：東京都（新橋住友ビル） 

参加者：130 名 

 

４．その他の実施事業など 

○メールによる連絡システムを主たる連絡システムと 

する体制を構築 

 

 

（１０）新素材の材料化学に関する部門委員会 

(略称：新素材部門委員会) 

 

１．役職(H23 年度) 

○委員長：山口 周 

○常任幹事：小俣 孝久、宇田 哲也 

○幹事：興戸 正純、岡部 徹、福山 博之、武部 博倫、 

平藤 哲司、雨澤 浩史、邑瀬 邦明、 

素材部門委員会委員長（松尾 伸也） 

 

２．部門委員会運営に関する会議 
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○幹事会 

開催日：平成 23 年 3 月 28 日(月)  

会 場：東京大学 本郷キャンパス（春季大会会場） 

東北大震災のため中止 

 

○幹事会 

開催日：平成 23 年 9 月 26 日(月) 

（資源･素材 2011（堺）秋季大会期間中） 

場所：大阪府立大学 中百舌鳥キャンパス 

議 事： 

[1]部門委員会規約の制定 

[2]部門委員会の運営及び活動に関する件 

[3]平成 24 年春季大会での企画の検討  

 

３．部門委員会主催、共催、協賛、講演などの実施事業 

○資源･素材 2011（堺） 

企画発表「捨てられないものも使いよう：毒性元素を

利用する新しい機能性素材の開発」 

    開催日：平成 23 年 9月 26 日(月)27 日(火) 

    講演： 

  ヒ素化合物の溶液合成 －水溶液系－  邑瀬 邦明 

  ヒ素化合物の溶液合成 －非水溶液系－ 

   小俣 孝久・松尾 伸也 

  リン化物半導体の合成とリン化物太陽電池の可能性 

           野瀬 嘉太郎 

湿式法で作る CdTe 太陽電池     平藤 哲司 

  毒性元素の置き換えから学んだこと  大橋 直樹 

  鳩に嫌われた銅像：ヒ素含有合金 

(03 イグ・ノーベル化学賞）  廣瀬 幸雄 

  無機ヒ素の無毒化処理技術 山内 博 

 

４．その他の実施事業など 

○部門委員会の会員の募集 

○プロセス･素材グループ交流会 

開催日：平成 23 年 9 月 28 日(水) 

会 場：大阪府立大学中百舌鳥キャンパス内 

参加者数：74 名 

 

 

（１１）資源リサイクリング部門委員会 

 

１．役職 

○委員長：藤田豊久 

（任期：平成 19 年 11 月～平成 24 年 3月） 

○副委員長：松村治夫 

○幹事長：大和田秀二 

○委員数：138 名 

 

２．部門委員会の運営に関する会議 

○総会 

開催日：平成 23 年 6 月 24 日（金） 

会 場：早稲田大学理工学部 55 号館 N棟第一会議室 

○幹事会 

春季大会・秋季大会時に 2 度開催 

 

３．部門委員会主催・共催・協賛・後援などの実施事業 

＜主催＞ 

○第１回講演会の開催 

開催日：平成 23 年 6 月 24 日（金） 

会 場：早稲田大学理工学部 55 号館 N棟第一会議室 

講 演： 
・ 2011年東日本大震災における災害廃棄物発生量の推定

について 
京都大学・平山修久 准教授 

 

・仙台市を中心とした災害廃棄物の現状とその処理  

東北大学・吉岡敏明 教授 

＜共催・協力＞ 

○第 11 回東アジア資源リサイクリングシンポジウム

（EARTH2011，高雄，2011 年 10 月 31 日～11 月 4 日）

への協力，http://www.earth2011.org/ 

○資源・素材学会秋季大会（大阪，平成 23 年 9 月 26～

29 日）への協力 

http://www.osakafu-u.ac.jp/academy/evt3281.html 

○環境資源工学会例会・シンポジウム開催への協力 

・ 環境資源工学会 第 126 回例会－エネルギー・環境

技術の最前線－，平成 23 年 06 月 02～03 日（関西大

学） 

・ The 9th Japan / Korea International Symposium on 

Resources Recycling and Material Science, Osaka, 

Japan, May 31～June 1, 2011, Kansai University 

Centenary Memorial Hall 

○廃棄物資源循環学会等，その他関連学協会との各種講

演会等の共催・協力 

 

 

 

（１２）地球環境工学部門委員会 

 

１．役職 

○委員長：當舎利行 

○副委員長：空席 

○幹 事：田中敦子 

 

２．部門委員会運営に関する会議 

○総会 

開催日：平成 23 年 9 月 28 日（水） 

会 場：大阪府立大学 
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中百舌鳥キャンパス B3 棟 203 講義室 

出席者数：８名、（委任状１１名） 

議 事： 

[1]平成 22 年度活動報告 

 [2]平成 22 年度決算報告 

[3]平成 23 年度活動計画 

[4]平成 23 年度活動計画審議 

[5]環境工学部門委員会と「CO2 地中貯留研究会」

の活動について 

[6]その他 

○総会 

開催日：平成 24 年 3 月 28 日（水） 

会 場：東京大学 本郷キャンパス 

出席者数： 

議 事： 

[1]平成 23 年度活動報告 

[2]平成 23 年度決算報告 

[3]平成 24 年度活動計画 

[4]平成 24 年度活動計画審議 

[5]その他 

 

３．部門委員会主催、共催、協賛、後援などの実施事業 

○秋季大会：企画講演「低炭素社会と CCS に関する研究

開発の進展」を主催した。 

 招待講演 

（１）経産省 資源エネルギー庁 石炭課国際石炭

分析官名久井 恒司氏 

 （２）東洋大学 久留島 守広 先生 

○日本地球惑星科学連合 2011 年大会 「地球温暖化防止

と地学」セッションに協力した。（平成 23 年 5月、幕

張） 

○CO2 固定研究会との共催により「CO2 地中貯留研究会」

を開催した。 

平成23年4月21日、RITEシステム研究グループ長  秋

元圭吾氏講演、他 

平成 23 年 9月 17 日、資源エネルギー庁石炭課国際石

炭分析官 名久井恒司氏講演、他 

 

４．その他の実施事業など 

○前委員長島田先生の退官記念行事を共催した。 

○「CO2 固定研究会」の運営に協力した。 

○部門委員会、CO2 地中貯留研究会の ML を整理した。 

○部門委員会会員増のため、折に触れて呼びかけを行っ

た。 

○CCS 関係分野以外の環境分野の行事整備・充実につい

ては、今後の課題として残った。 

 

 

 

 

５．部門委員会の名称変更について 

 平成 23 年 9 月の総会において、環境工学部門委員会に設

置された「CO2 地中貯留研究会」の活動と部門委員会の関

係を実情に合わせるため、部門委員会の名称を「地球環境

工学部門委員会」とすることが全員一致で了承された。さ

らに平成23年 1月15日の理事会で名称変更が承認された。 

 

 

１３）土壌汚染浄化部門委員会 

 

１．役職 

○委員長：井上千弘 

 

 

VIII 本会より委員・役員等を出している団体等 

 

・日本工学会 

・CPD 協議会 

・日本技術者教育認定機構（JABEE） 

・工学教育連合講演会 

・岩の力学連合会 

・日本海洋工学会 

・海洋資源・産業ラウンドテーブル 

・環境工学連合講演会運営委員会 

・材料連合協議会（旧・金属連合協議会） 

・材料戦略委員会 

・日本学術会議 理学・工学系学協会連絡協議会 

・石炭エネルギーセンター 

・国際資源大学校 

・新井科学技術振興財団 

・Materials Transactions 編集委員会 

・材料系英文誌ポータルサイト 

・WMC（World Mining Congress） 

・IOMMMS（International Organization of Minerals,  

Metals & Materials Societies） 

 

IX 関連研究会 

・日本鉱業史研究会 

 

 



　　　　　　  貸  借  対  照  表
　　 　　　　　　　（平成２３年６月３０日現在）

（単位；円）

        科　　　　　　　目 当年度決算額 前年度決算額 増減

Ⅰ．資　産　の　部

1 流 動 資 産

現 金 ・ 預 金 58,513,173 50,450,024 8,063,149

未 収 金 1,711,480 5,174,590 -3,463,110

仮 払 金 15,141,669 16,408,272 -1,266,603

立 替 金 65,000 50,310 14,690

前 払 費 用 1,430,570 0 1,430,570

商 品 762,407 1,184,591 -422,184

流 動 資 産 合 計 77,624,299 73,267,787 4,356,512

2 固 定 資 産

土 地 619,822,148 619,822,148 0

建 物 74,708,939 75,826,661 -1,117,722

建 物 付 属 設 備 12,980,970 13,788,216 -807,246

什 器 備 品 573,851 672,037 -98,186

ソ フ ト ウ エ ア 4,540,573 4,974,370 -433,797

電 話 加 入 権 165,400 165,400 0

図 書 300,000 300,000 0

補 修 費 積 立 金 預 金 35,600,376 35,600,376 0

ビル建替時移転費用積立金預金 85,000,000 85,000,000 0

固 定 資 産 合 計 833,692,257 836,149,208 -2,456,951

資 産 合 計 911,316,556 909,416,995 1,899,561

Ⅱ．負  債  の　部

1 流 動 負 債

前 受 金 11,470,414 8,271,129 3,199,285

仮 受 金 16,199,133 9,154,363 7,044,770

未 払 金 4,559,507 4,331,920 227,587

預 り 金 1,511,695 30,000 1,481,695

奨 学 金 791,000 0 791,000

流 動 負 債 合 計 34,531,749 21,787,412 12,744,337

2 固 定 負 債

貸 室 保 証 金 20,379,400 20,379,400 0

退 職 給 付 引 当 金 1,273,720 3,945,777 -2,672,057

補 修 費 引 当 金 0 35,600,376 -35,600,376

ビ ル 建 替 時 移 転 費 用 引 当 金 0 85,000,000 -85,000,000

固 定 負 債 合 計 21,653,120 144,925,553 -123,272,433

負 債 合 計 56,184,869 166,712,965 -110,528,096

Ⅲ．正 味 財 産 の 部

一 般 正 味 財 産 855,131,687 742,704,030 112,427,657

負 債 お よ び 正 味 財 産 合 計 911,316,556 909,416,995 1,899,561



正味財産増減計算書

 （平成23年3月1日～平成23年6月30日）

（単位：円）

科　　　　　　目 当年度決算額 前年度決算額 増　　減 備　考

Ⅰ 一般正味財産増減の部

１． 経常増減の部

（１）  経　常　収　益

① 会 費 ・ 入 会 金 収 入 6,576,223 35,155,486 -28,579,263

入 会 金 収 入 118,000 352,000 -234,000 入会金　2,000円/人

個 人 会 費 収 入 3,908,223 14,853,486 -10,945,263 （正）10,000円、（学）4,800円

法 人 会 費 収 入 2,550,000 19,950,000 -17,400,000 １口　50,000円

② 事 業 収 入 17,791,124 84,102,873 -66,311,749

貸 室 料 収 入 8,949,988 27,162,024 -18,212,036 乃木坂ビル

共 益 費 収 入 1,284,568 3,853,704 -2,569,136 　　　〃

会 場 料 収 入 0 92,000 -92,000 　　　〃

共 催 金 等 収 入 700,000 2,274,156 -1,574,156 現担号

広 告 料 収 入 105,000 840,000 -735,000 学会誌

刊 行 物 収 入 1,897,718 6,030,414 -4,132,696 学会誌、春秋大会資料、既刊出版物

投 稿 料 収 入 1,718,850 5,292,000 -3,573,150 論文投稿料

集 会 行 事 収 入 735,000 9,345,800 -8,610,800 春秋大会参加費

研 究 助 成 収 入 2,400,000 9,800,000 -7,400,000 日本鉱業振興会研究助成

受 託 業 務 収 入 0 19,412,775 -19,412,775 受託調査、JABEE認定審査他

③ 寄 付 金 収 入 0 102,000 -102,000

受 取 寄 付 金 収 入 0 102,000 -102,000

④ 雑 収 入 79,740 2,244,235 -2,164,495

受 取 利 息 収 入 189 111,529 -111,340 定期預金

雑 収 入 79,551 2,132,706 -2,053,155 上記科目以外の収入

経 常 収 益 計 24,447,087 121,604,594 -97,157,507



（単位：円）

科　　　　　　目 当年度決算額 前年度決算額 増　　減 備　考

（２） 経　常　費　用

① 事 業 費 26,609,192 116,958,590 -90,349,398

給 与 ・ 手 当 8,396,134 27,687,445 -19,291,311 給与、各手当

福 利 厚 生 費 1,078,737 2,503,230 -1,424,493 労働保険料、社会保険料他

退 職 金 共 済 掛 金 234,670 645,370 -410,700 中小企業退職金事業団掛金

会 議 費 979,355 5,699,622 -4,720,267 総会、理事会他

大 会 費 576,115 1,654,395 -1,078,280 交流会

旅 費 交 通 費 1,408,210 15,466,230 -14,058,020 委員会旅費

通 信 費 841,818 3,511,846 -2,670,028 電話料、郵送料

印 刷 費 3,870,659 16,354,321 -12,483,662 会誌、講演集、プログラム他

消 耗 品 費 1,234,764 9,754,397 -8,519,633 文具他

減 価 償 却 費 1,651,070 4,979,552 -3,328,482 減価償却費

水 道 光 熱 費 101,199 308,341 -207,142 電気料、水道料

支 払 手 数 料 18,590 140,662 -122,072 振込手数料

営 繕 補 修 費 52,500 257,250 -204,750 ビル補修費

諸 謝 金 274,718 5,096,269 -4,821,551 原稿料他

委 託 費 3,831,966 14,806,866 -10,974,900 編集業務、ビル管理、ＨＰ管理他

租 税 公 課 1,350,118 5,182,748 -3,832,630 法人税、固定資産税、消費税他

交 付 金 20,000 304,035 -284,035 支部費、部門委員会費他

会 費 ・ 負 担 金 529,900 1,217,900 -688,000 会費、共催金他

雑 支 出 158,669 1,388,111 -1,229,442 上記以外の支出

② 管 理 費 5,208,314 15,470,038 -10,261,724

給 与 ・ 手 当 373,600 1,320,000 -946,400 給与、各手当

福 利 厚 生 費 48,705 140,096 -91,391 労働保険料、社会保険料他

会 議 費 1,459,921 2,961,529 -1,501,608 総会、理事会他

旅 費 交 通 費 305,345 961,930 -656,585 通勤手当、委員会旅費

通 信 費 145,708 388,432 -242,724 電話料、郵送料

消 耗 品 費 203,152 691,091 -487,939 文具他

リ ー ス 料 475,020 3,074,925 -2,599,905 リース料

減 価 償 却 費 805,881 2,465,657 -1,659,776 減価償却費

水 道 光 熱 費 22,806 69,488 -46,682 電気料、水道料

支 払 手 数 料 900,929 1,943,430 -1,042,501 会計士、振込手数料他

租 税 公 課 344,715 1,359,112 -1,014,397 法人税、固定資産税、消費税他

雑 支 出 122,532 94,348 28,184 上記以外の支出

③ 寄 付 金 1,000,000 0 1,000,000

寄 付 金 支 出 1,000,000 0 1,000,000 東日本大震災寄付金

経 常 費 用 計 32,817,506 132,428,628 -99,611,122

当 期 経 常 増 減 額 -8,370,419 -10,824,034 2,453,615



（単位：円）

科　　　　　　目 当年度決算額 前年度決算額 増　　減 備　考

２． 経常外増減の部

（１）  経　常　外　収　益

① 引 当 金 戻 入 額 120,798,076 8,549,900 112,248,176

補 修 費 引 当 金 戻 入 額 35,600,376 8,505,000 27,095,376 補修費引当金

退 職 給 付 引 当 金 戻 入 額 197,700 44,900 152,800 退職給付引当金

ビル建替時移転費用引当金戻入額 85,000,000 0 85,000,000 ビル建替時移転費用引当金

経 常 外 収 益 計 120,798,076 8,549,900 112,248,176

（２） 経　常　外　費　用

① 0 0 0

0 0 0

経 常 外 費 用 計 0 0 0

当 期 経 常 外 増 減 額 120,798,076 8,549,900 112,248,176

当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 112,427,657 -2,274,134 114,701,791

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 742,704,030 744,978,164 -2,274,134

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 855,131,687 742,704,030 112,427,657

正 味 財 産 期 末 残 高 855,131,687 742,704,030 112,427,657



財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針
　（1）　棚卸資産の評価基準及び評価方法
　　　　　商品は最終仕入原価法によっている。
　（2）　固定資産の減価償却の方法
　　　　　建物、建物付属設備、及び什器備品は定率法によっている。
　（3）　引当金の計上基準
　　　　　退職給付引当金・・・・・・退職金の期末要支給額に相当する金額を計上している。
　（4）　リース取引の処理方法
　　　　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、
　　　　 通常の賃貸借取引に係わる方法に準じた会計処理によっている。
　（5）　消費税等の会計処理
　　　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである。

　　科　　目 前 期 末 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 当 期 末 残 高

特定資産

補修費積立金預金 35,600,376 0 0 35,600,376

ビル建替時移転 費
用 積 立 金 預 金 85,000,000 0 0 85,000,000

　　　　　小計 120,600,376 0 0 120,600,376

　　合　　計 120,600,376 0 0 120,600,376

３．固定資産の取得価格額、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。

　　科　　目 取 得 価 額 減 価 償 却 累計 当 期 末 残 高

建　　　　　　物 181,418,952 106,710,013 74,708,939
建物付属設備 51,994,000 39,013,030 12,980,970
什　器　備　品 6,747,133 6,173,282 573,851
ソ フ ト ウ エ ア 6,717,343 2,176,770 4,540,573

　　合　　計 246,877,428 154,073,095 92,804,333

４．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

　　科　　目 債 権 金 額
貸 倒 引 当 金 の
当 期 末 残 高

債 権 の 当 期
末 残 高

未　　収　　金 1,711,480 0 1,711,480
仮　　払　　金 15,141,669 0 15,141,669
立　　替　　金 65,000 0 65,000
前 払 費 用 1,430,570 0 1,430,570

　　合　　計 18,348,719 0 18,348,719



財　 産　 目　 録　
 （平成２３年６月３０日現在）

（単位；円）
          科　　　　　　　　　　目                  金　　　　　　　　　　額

Ⅰ．資　産　の　部
1 流　 動　 資　 産

現金・預金 現　　　金 782,662
当座預金 405,625
普通預金 1,282,220

134,655
1,389,459

26,328,121
1,000,024

振替口座 1,226,740 32,549,506

（支部・部門委員会）
現　　　金 417,937
普通預金 25,231,730
振替口座 314,000 25,963,667

（教育事業・125周年）
普通預金 0 0

未　収　金 法人会費、広告料他 1,711,480 1,711,480

仮　払　金 受託調査研究 13,592,779
平成23年秋季大会 1,548,890 15,141,669

立　替　金 香典料 65,000 65,000

前払費用 会員情報システム 1,133,664
ビル火災保険他 296,906 1,430,570

商　　　 品 期末在庫 学会誌、出版物 762,407 762,407

　　　　　流　動　資　産　合　計 77,624,299

2 固 定 資 産
土　　　　　　地 198.34ｍ２ 619,822,148
建　　　　　　物 乃木坂ビル 74,708,939
建物付属設備 乃木坂ビル 12,980,970
什 器 ・ 備 品 573,851
ソフトウエア 4,540,573
電話加入権 165,400
図　　　　　　書 300,000
補修費積立金預金　 35,600,376
ビル建替時移転費用積立金預金 85,000,000 833,692,257

　　　　　固　定　資　産　合　計 833,692,257

　　　　　資　　  産 　  合   　計 911,316,556



（単位；円）
          科　　　　　　　　　　目                  金　　　　　　　　　　額

Ⅰ．負　債　の　部
1 流　 動　 負　 債

前　受　金 個人会費（平成23年7月以降分） 7,816,444
法人会費（平成23年7月以降分） 800,000
研究助成金（平成23年7月以降分） 2,400,000
秋季大会共催金 190,000
貸室料、共益費他 263,970 11,470,414

仮　受　金 日本鉱業振興会研究助成継続分 0
受託調査研究 16,199,133 16,199,133

未　払　金 学会誌印刷代 1,489,950
退職金、見舞金 2,514,357
固定資産税 259,200
法人税、消費税 296,000 4,559,507

預 　り　金 所得税、社会保険料 463,359
春季、秋季大会参加費 129,000
研究助成金返還分 919,336 1,511,695

奨　学　金 奨学金返還分 791,000 791,000

　　　　　流　動　負　債　合　計 34,531,749

2 固　定　負　債
貸室保証金 テナント5社 20,379,400
　 　
退職給付引当金 1,273,720

補修費引当金 0

ビル建替時移転費用引当金 0 21,653,120

　　　　　固　定　負　債　合　計 21,653,120

　　　　　負　　  債 　  合   　計 56,184,869

　　　　　一　般　正　味　財　産 855,131,687



　　　　　　  　　　　　貸借対照表内訳表
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２３年６月３０日現在）

（単位；円）

        科　　　　　　　目
一般会計

支　部
特別会計

　部門委員会
特別会計

教育事業
特別会計

125周年
特別会計

内部取引消去 合　　　計

Ⅰ．資　産　の　部

1 流 動 資 産

現 金 ・ 預 金 32,549,506 8,094,723 17,868,944 0 0 58,513,173

未 収 金 1,711,480 1,711,480

仮 払 金 15,141,669 15,141,669

立 替 金 65,000 65,000

前 払 費 用 1,430,570 1,430,570

商 品 762,407 762,407

流 動 資 産 合 計 51,660,632 8,094,723 17,868,944 0 0 0 77,624,299

2 固 定 資 産

土 地 619,822,148 619,822,148

建 物 74,708,939 74,708,939

建 物 付 属 設 備 12,980,970 12,980,970

什 器 備 品 573,851 573,851

ソ フ ト ウ エ ア 4,540,573 4,540,573

電 話 加 入 権 165,400 165,400

図 書 300,000 300,000

補 修 費 積 立 金 預 金 35,600,376 35,600,376

ビル建替時移転費用積立金預金 85,000,000 85,000,000

固 定 資 産 合 計 833,692,257 0 0 0 0 0 833,692,257

資 産 合 計 885,352,889 8,094,723 17,868,944 0 0 0 911,316,556

Ⅱ．負  債  の　部

1 流 動 負 債

前 受 金 11,470,414 11,470,414

仮 受 金 16,199,133 16,199,133

未 払 金 4,559,507 4,559,507

預 り 金 1,511,695 1,511,695

奨 学 金 791,000 791,000

流 動 負 債 合 計 34,531,749 0 0 0 0 0 34,531,749

2 固 定 負 債

貸 室 保 証 金 20,379,400 20,379,400

退 職 給 付 引 当 金 1,273,720 1,273,720

補 修 費 引 当 金 0 0

ビ ル 建 替 時 移 転 費 用 引 当 金 0 0

固 定 負 債 合 計 21,653,120 0 0 0 0 0 21,653,120

負 債 合 計 56,184,869 0 0 0 0 0 56,184,869

Ⅲ．正 味 財 産 の 部

一 般 正 味 財 産 829,168,020 8,094,723 17,868,944 0 0 0 855,131,687

負 債 お よ び 正 味 財 産 合 計 885,352,889 8,094,723 17,868,944 0 0 0 911,316,556



正味財産増減計算書内訳書

　　　　 （平成23年3月1日～平成23年6月30日）

（単位：円）

科　　　　　　目 一　般　会　計
支　部

特別会計
部門委員会
特別会計

教育事業
特別会計

125周年
特別会計

内部取引消去 合　　計

Ⅰ 一般正味財産増減の部

１． 経常増減の部

（１）  経　常　収　益

① 会 費 ・ 入 会 金 収 入 6,576,223 2,770,000 1,400,000 368 939,423 -5,109,791 6,576,223

入 会 金 収 入 118,000 118,000

個 人 会 費 収 入 3,908,223 3,908,223

法 人 会 費 収 入 2,550,000 2,550,000

交 付 金 収 入 0 2,770,000 1,400,000 368 939,423 -5,109,791 0

② 事 業 収 入 16,991,474 649,000 33,650 0 117,000 0 17,791,124

貸 室 料 収 入 8,949,988 8,949,988

共 益 費 収 入 1,284,568 1,284,568

会 場 料 収 入 0 0

共 催 金 等 収 入 700,000 700,000

広 告 料 収 入 105,000 105,000

刊 行 物 収 入 1,833,068 31,000 33,650 1,897,718

投 稿 料 収 入 1,718,850 1,718,850

集 会 行 事 収 入 0 618,000 117,000 735,000

研 究 助 成 収 入 2,400,000 2,400,000

受 託 業 務 収 入 0 0

③ 寄 付 金 収 入 0 0 0 0 0 0 0

受 取 寄 付 金 収 入 0 0 0 0 0 0 0

④ 雑 収 入 29,575 50,000 165 0 0 0 79,740

受 取 利 息 収 入 24 0 165 189

雑 収 入 29,551 50,000 0 79,551

経 常 収 益 計 23,597,272 3,469,000 1,433,815 368 1,056,423 -5,109,791 24,447,087



（単位：円）

科　　　　　　目 一　般　会　計
支　部

特別会計
部門委員会
特別会計

教育事業
特別会計

125周年
特別会計

内部取引消去 合　　計

（２） 経　常　費　用

① 事 業 費 28,327,451 1,810,365 524,376 368 1,056,423 -5,109,791 26,609,192

給 与 ・ 手 当 8,270,134 80,000 36,000 10,000 8,396,134

福 利 厚 生 費 1,078,737 1,078,737

退 職 金 共 済 掛 金 234,670 234,670

会 議 費 8,400 676,305 7,200 287,450 979,355

大 会 費 0 576,115 576,115

旅 費 交 通 費 1,006,482 259,780 139,798 2,150 1,408,210

通 信 費 675,918 135,252 26,180 368 4,100 841,818

印 刷 費 3,537,284 179,025 154,350 3,870,659

消 耗 品 費 1,069,592 46,102 3,570 115,500 1,234,764

減 価 償 却 費 1,651,070 1,651,070

水 道 光 熱 費 101,199 101,199

支 払 手 数 料 18,590 18,590

営 繕 補 修 費 52,500 52,500

諸 謝 金 32,500 147,777 33,333 61,108 274,718

委 託 費 3,810,966 21,000 3,831,966

租 税 公 課 1,350,118 1,350,118

交 付 金 5,109,791 20,000 -5,109,791 20,000

会 費 ・ 負 担 金 319,500 110,400 100,000 529,900

雑 支 出 0 155,724 2,945 158,669

② 管 理 費 5,208,314 0 0 0 0 0 5,208,314

給 与 ・ 手 当 373,600 373,600

福 利 厚 生 費 48,705 48,705

会 議 費 1,459,921 1,459,921

旅 費 交 通 費 305,345 305,345

通 信 費 145,708 145,708

消 耗 品 費 203,152 203,152

リ ー ス 料 475,020 475,020

減 価 償 却 費 805,881 805,881

水 道 光 熱 費 22,806 22,806

支 払 手 数 料 900,929 900,929

租 税 公 課 344,715 344,715

雑 支 出 122,532 122,532

③ 寄 付 金 1,000,000 0 0 0 0 0 1,000,000

寄 付 金 支 出 1,000,000 1,000,000

経 常 費 用 計 34,535,765 1,810,365 524,376 368 1,056,423 -5,109,791 32,817,506

当 期 経 常 増 減 額 -10,938,493 1,658,635 909,439 0 0 0 -8,370,419



（単位：円）

科　　　　　　目 一　般　会　計
支　部

特別会計
部門委員会
特別会計

教育事業
特別会計

125周年
特別会計

内部取引消去 合　　計

２． 経常外増減の部

（１）  経　常　外　収　益

① 引 当 金 戻 入 額 120,798,076 0 0 0 0 0 120,798,076

補 修 費 引 当 金 戻 入 額 35,600,376 35,600,376

退 職 給 付 引 当 金 戻 入 額 197,700 197,700

ビル建替時移転費用引当金戻入額 85,000,000 85,000,000

経 常 外 収 益 計 120,798,076 0 0 0 0 0 120,798,076

（２） 経　常　外　費　用

① 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

経 常 外 費 用 計 0 0 0 0 0 0 0

当 期 経 常 外 増 減 額 120,798,076 0 0 0 0 0 120,798,076

当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 109,859,583 1,658,635 909,439 0 0 0 112,427,657

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 719,308,437 6,436,088 16,959,505 0 0 0 742,704,030

一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 829,168,020 8,094,723 17,868,944 0 0 0 855,131,687

正 味 財 産 期 末 残 高 829,168,020 8,094,723 17,868,944 0 0 0 855,131,687
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